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「食」を考える　―今の食卓に大切な栄養学―
スペシャルインタビュー
医師は自分自身のためではなく、世のため、人のためにある
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湊  長博 京都大学プロボスト 理事・副学長

第 40 回 未来研究会
食と農を結ぶ　─新しい農学の創設─
末原 達郎 龍谷大学農学部 教授
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広い食卓に並ぶ様々な料理と明るい色彩で、「食べるものを選ぶ楽しさ」と「美味しく食べて健
康的な生活」を表現しました。

監修／辰巳 明久 教授

明るい色調の多様な料理を並べることで、健康的な食生活がイメージできる絵となりました。
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第
24
回
ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
9  

名
古
屋

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
賢
い
選
択
を

し
、
毎
日
の
食
生
活
に
生
か
し
て
い
ま
す
か
。
自
分
に
都
合
の
良
い
情
報
だ
け
を
選
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
健
康
長
寿
を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た

め
に
、
何
を
食
べ
る
の
が
よ
い
か
、
い
つ
食
べ
る
の
が
よ
い
か
、
ど
う
食
べ
る
の
が
よ
い

か
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

「
食
」
を
考
え
る

　
―
今
の
食
卓
に
大
切
な
栄
養
学
―

食
物
繊
維
に
秘
め
ら
れ
た
腸
管
へ
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く

矢や

部べ

　
富と

み

雄お

岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部 

教
授

一
九
九
九
年
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
修
了
。
日
本
ロ
シ
ュ
株
式
会
社
研

修
生
（
九
五
〜
九
八
年
）。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
化
学
科
博
士
研
究
員
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
客
員
研
究
員
（
九
九
〜

二
〇
〇
二
年
）。
東
京
都
神
経
科
学
総
合
研
究
所
研
究
員
（
〇
二
〜
〇
四
年
）。
〇
四
年
一
〇
月
、
岐
阜
大
学
応
用

生
物
科
学
部
助
手
、
〇
七
年
、
同
准
教
授
を
経
て
、
一
六
年
四
月
に
教
授
。
同
年
一
〇
月
、
同
大
「
生
命
の
鎖
統

合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
兼
務
。

時
間
栄
養
学
─
食
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
メ
タ
ボ
予
防
─

小お

田だ

　
裕ひ

ろ

昭あ
き

名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科 

准
教
授

名
古
屋
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業
後
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
を
修
了
し
、
米
国
ケ
ー
ス
・

ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ザ
ー
ブ
大
学
医
学
部
生
化
学
科
に
客
員
助
教
授
と
し
て
留
学
。

著
書 :

『
時
間
栄
養
学
』
女
子
栄
養
大
学
出
版
部
、『
健
康
栄
養
学
』
共
立
出
版
、『
生
化
学
・
基
礎
栄
養
学
』

朝
倉
書
店
な
ど

専
門
は
分
子
栄
養
学
、
時
間
栄
養
学
　
ピ
カ
ソ
の
絵
画
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
い

健
康
寿
命
を
支
え
る
食
事
・
栄
養

真ま

壁か
べ

　
昇の

ぼ
る

関
西
電
力
病
院
栄
養
管
理
室
長

九
九
年
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院
臨
床
栄
養
科
卒
、
九
九
年-

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
横
浜
市
西
部
病
院

イ
ン
タ
ー
ン
、
〇
〇
年-

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
、
〇
四
年-

近
森
病
院
栄
養
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
科
長
、
一
一

年-

美
作
大
学
大
学
院
臨
床
准
教
授
併
任
、
一
四
年-

現
職
。

（
所
属
学
会
等
）
日
本
褥
瘡
学
会
理
事
、
日
本
病
態
栄
養
学
会
監
事
、
日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
理
事
、
日
本
臨
床

栄
養
協
会
評
議
員
、
日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会
学
術
評
議
員
　
他

（
そ
の
他
）
特
許
第
四
九
五
三
六
四
二
号: 

経
口
経
腸
栄
養
剤
の
投
与
前
処
置
液

２
０
１
９
年
9
月
28
日

電
気
文
化
会
館
（
名
古
屋
市
）
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企
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長
寿
地
域
の
食
生
活

　

誰
も
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
食
品
に
よ
っ
て
、
薬
に
頼
る
こ
と

な
く
健
康
で
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
食
品

と
健
康
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
長
寿

地
域
の
食
べ
物
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。
世
界
に
は
、
誰
も
が
認

め
る
長
寿
地
域
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
南
方
の

地
中
海
に
浮
か
ぶ
ク
レ
タ
島
。
も
う
一
つ
は
、
日
本
列
島
で
す
。

こ
の
二
つ
の
長
寿
地
域
の
特
徴
的
な
食
と
し
て
、
ク
レ
タ
島
は
地

中
海
食
、
日
本
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
食

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
食
に
も
し
長
寿
と
の
関
連
が
あ
れ

ば
、
食
品
と
健
康
の
関
係
は
非
常
に
強
い
と
言
え
ま
す
。
た
だ
、

残
念
な
が
ら
和
食
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
科
学
的
な

デ
ー
タ
は
不
十
分
で
す
。

地
中
海
食
ス
コ
ア
で
チ
ェ
ッ
ク

　

そ
こ
で
、
地
中
海
食
を
数
値
化
し
た
地
中
海
食
ス
コ
ア
を
使

い
、
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
地
中
海
食
ス
コ
ア

は
、
二
〇
〇
四
年
に
研
究
者
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
九

つ
の
項
目
︵
表
１
︶
に
つ
い
て
、
多
く
食
べ
た
項
目
に
一
点
を
つ

け
、
加
算
し
て
い
く
方
式
で
す
。
例
え
ば
、
豆
類
が
多
い
と
一

点
、
全
粒
穀
物
が
多
い
と
一
点
と
加
算
し
ま
す
。
和
食
で
す
と
豆

類
が
多
い
の
は
豆
腐
や
納
豆
、
全
粒
穀
物
は
玄
米
、
胚
芽
米
、
五

分
づ
き
米
な
ど
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

地
中
海
食
ス
コ
ア
と
健
康
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
世
界
中
で

研
究
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
ア
メ
リ
カ
で
報
告
さ
れ
た
の
は
、

三
八
万
人
を
対
象
と
し
た
食
習
慣
と
五
年
間
の
死
亡
率
の
研
究
で

す
︵
表
２
︶。
相
対
的
に
、
ス
コ
ア
が
高
い
人
ほ
ど
明
ら
か
に
死

亡
率
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
ス
ペ
イ
ン
で
大
規
模
な
糖
尿

病
と
の
関
連
を
調
査
し
た
研
究
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
改
め
て
地
中
海
食
ス
コ
ア
を
見
て
み

る
と
、
野
菜
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
野
菜
の
健
康
効
果
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

野
菜
の
健
康
効
果

　

日
本
で
は
ど
の
く
ら
い
野
菜
を
食
べ
て
い
る
の
か
。
昭
和
四
六

年
か
ら
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
右
肩
下
が
り
で
す
ね
︵
表

３
︶。
穀
類
も
同
じ
よ
う
に
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
急
激
に

上
が
っ
て
い
る
の
は
乳
製
品
で
、
じ
わ
じ
わ
と
上
が
っ
て
い
る
の

が
肉
類
で
す
。
こ
れ
は
日
本
に
限
っ
た
話
な
の
か
を
確
か
め
て
み

ま
す
と
、
こ
の
赤
い
線
で
示
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
野
菜
消
費
量

は
、
ご
覧
の
通
り
右
肩
上
が
り
で
す
︵
表
４
︶。
寿
命
な
ど
の
面

で
は
、
日
本
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
野
菜
の

消
費
量
は
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
最
近
は
サ
ラ
ダ

を
買
う
方
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
野
菜
を
使
っ
た
料
理

の
内
容
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
い
か
ん
せ
ん
野
菜
の
消
費
量
は

減
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
野
菜
か
ら
摂
取
で
き
る
栄
養
素
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

筆
頭
は
カ
リ
ウ
ム
で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
拮
抗
し
、
塩
分
の
摂
り

過
ぎ
を
防
ぎ
ま
す
。
他
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
で
す
ね
︵
表
５
︶。

　

今
日
の
テ
ー
マ
は
食
物
繊
維
で
す
が
、
食
物
繊
維
は
野
菜
か
ら

の
摂
取
が
三
七
％
を
占
め
、
他
の
食
品
に
比
べ
て
そ
の
含
量
は
ひ

と
き
わ
大
き
い
で
す
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
野
菜
は
わ
れ
わ
れ
が

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
栄
養
素
の
供
給
源
と
し
て
、
十
分
に

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
も
消
費
量
は

下
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
食
べ
て
い
る
の
か

を
、
厚
生
労
働
省
が
取
っ
た
年
齢
別
の
統
計
で
見
て
み
ま
し
ょ
う

︵
表
６
︶。
す
る
と
、
摂
取
目
標
量
︵
三
五
〇
ℊ
︶
に
は
、
ど
の
年

代
も
全
く
足
り
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
年

代
の
ほ
う
が
少
な
く
て
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
同
じ
統
計
が
あ
り
ま
す
が
、
全
く
逆
で
す
。

若
い
世
代
が
多
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
と
低
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
れ
だ
け
野
菜
の
摂
取
を
問
題
意
識
と
し
て
持
っ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
五
〇
ｇ
と

い
う
量
は
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
七
〇
ｇ
、
野
菜
サ
ラ
ダ
七
〇
ｇ
、

野
菜
炒
め
一
四
〇
ｇ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
お
ひ
た
し
七
〇
ｇ
で

ち
ょ
う
ど
三
五
〇
ｇ
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
一
日
に
食
べ
る

目
安
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

エ
ス
キ
モ
ー
の
食
生
活

　

で
は
、
野
菜
を
食
べ
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を
科
学
的
に
検

証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
野
菜
を
食
べ
な
い
文
化
と
の
比
較
を
試
み

る
た
め
に
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
食
生
活
を
見
て
み
ま
す
。
北
極
圏
で

は
農
耕
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
基
本
的
に
狩
猟
に
よ
っ
て
食
糧
の

す
べ
て
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
現
在
こ
う
し
た
生
活

を
し
て
い
る
人
は
、
非
常
に
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
エ
ス
キ
モ
ー
は
何
を
食
べ
て
い
る
の
か
。
哺
乳
類
だ
と

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
で
す
が
、
こ
れ
は
最
高
級
品
で
、
め
っ
た
に
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
食
べ
て
い
る
の
が
ユ
キ
ウ
サ
ギ
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
ギ
ツ
ネ
、
あ
る
い
は
イ
ッ
カ
ク
︵
鯨
類
︶
で
す
ね
。
魚
で
す
と

ア
ー
ク
テ
ィ
ク
チ
ャ
︱
︵
イ
ワ
ナ
科
︶、
ト
ラ
ウ
ト
︵
サ
ケ
科
︶、

オ
ヒ
ョ
ウ
︵
カ
レ
イ
科
︶。
あ
と
、
渡
り
鳥
を
食
べ
て
い
ま
す
。

　

全
く
野
菜
を
食
べ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
に
は
伝
統
的
に
食
べ
る
と

き
の
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
血
抜
き
を
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
胃

袋
に
詰
ま
っ
た
消
化
し
か
け
の
コ
ケ
や
小
腸
を
そ
の
ま
ま
食
べ
、

肝
臓
や
腎
臓
は
、
解
体
し
な
が
ら
つ
ま
み
食
い
を
し
ま
す
。
こ
の

つ
ま
み
食
い
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
す
ぐ
悪
く
な
る
の
で
、
解
体
し
て

食
物
繊
維
に
秘
め
ら
れ
た
腸
管
へ
の

　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く
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表 1　地中海食スコア

1. 豆類が多い　（豆腐や納豆）

2. 全粒穀物が多い　（玄米，胚芽米，五分づき米）

3. 果物が多い

4. ナッツ類が多い　（落花生，ゴマ）

5. 野菜が多い

6. 魚が多い

7. 一価不飽和脂肪酸 / 飽和脂肪酸の比が高い

8. 飲酒量が適度（お酒の種類は問わず）

9. 赤身肉と加工肉が少ない

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

総死亡 循環器疾患 がん

0ー3点 4ー5点 6ー9点
アメリカ人およそ38万人の食習慣を調べ，その後
5年間にわたって死亡率とその死因を調べた研究。

地中海食スコアが「0ー3点」だった人たちの
死亡率に比べた相対的な死亡率

男性

表 2　地中海食と病気予防との関係

Mitrou et al. (2007) Arch Intern Med, 167: 2461

表 5　1 日に野菜から摂取する栄養素の割合

資料：厚生労働省「平成 22 年国民健康・栄養調査報告」

表 6　世代別野菜摂取量

資料：厚生労働省「平成 26 年国民健康・栄養調査」

（ｇ／日）

表 4　 日米における 1 人 1 年当たりの 
野菜消費量の推移

資料：FAOSTAT
　注： 国民 1 人・1 年当たり供給粗食料の数値であり、

1 ページ目のグラフ「主要農産物の消費動向」
の数値とは異なる。

（kg）

表 3　主要農産物の消費動向

資料：農林水産省「食料需給表」
　注： 国民 1 人・1 年当たり供給純食料の数値

Serra-Majem et al. (2004) Public Health Nutr, 7: 927
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い
る
人
の
ご
褒
美
と
し
て
食
べ
ま
す
。
あ
と
、
三
大
珍
味
の
一

つ
、
キ
ビ
ヤ
ッ
ク
。
ア
ザ
ラ
シ
の
腹
に
、
海
鳥
を
詰
め
て
三
年
間

地
中
に
埋
め
て
発
酵
さ
せ
ま
す
。
私
は
食
べ
た
こ
と
が
な
い
の
で

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
す
ご
い
も
の
が
で
き
る
と
。
こ
う
し
た

工
夫
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
状
態

で
、
そ
れ
ら
を
逃
さ
ず
に
食
べ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
野
菜

が
な
く
て
も
、
工
夫
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
、
生
き
る
た
め
に
必
要

な
栄
養
成
分
は
補
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
補

え
な
い
の
が
食
物
繊
維
で
す
。
小
腸
の
中
に
残
る
コ
ケ
が
唯
一
の

食
物
繊
維
で
、
ほ
ぼ
食
物
繊
維
を
摂
ら
な
い
食
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
〇
年
の
国
連
の
報
告
書
に
よ
る
エ
ス
キ

モ
ー
の
寿
命
は
、
現
代
の
生
活
を
し
て
い
る
非
先
住
民
よ
り
も

一
七
年
短
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
食
物
繊
維
だ
け
が
原

因
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り

野
菜
は
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
よ
う
な
工
夫
を
し
な
く
て
も
、
効
率
よ

く
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
が
摂
れ
る
便
利
な
食
品
素
材
だ
と
言
え

ま
す
。

白
黒
論
争

　

食
物
繊
維
と
は
、
人
の
消
化
酵
素
で
消
化
さ
れ
な
い
食
物
中
の

難
消
化
性
成
分
の
総
称
で
す
。
水
溶
性
と
不
溶
性
が
あ
り
、
そ
の

多
く
が
炭
水
化
物
の
分
類
に
な
り
ま
す
。
実
は
二
五
〇
〇
年
前
の

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
コ
ム
ギ
ふ
す
ま

を
食
べ
る
と
便
秘
を
予
防
す
る
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
ま
さ
に
食
物
繊
維
の
機
能
で
す
。
一
八
世
紀
に
入
り
ま
す
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
健
康
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
白
い
パ
ン
と
黒
い

パ
ン
の
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
を
真
剣
に
議
論
す
る
﹁
白
黒
論
争
﹂

が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
に
入
り
、
白
い
方
が
良
い

と
決
着
が
つ
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
穀
類
は
精
製
し
て
食
べ
る
の
が

良
い
と
。
食
物
繊
維
は
栄
養
素
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
が
た
く
さ

ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
量
を
食
べ
た
と
き
に
栄
養
素
が
相

対
的
に
少
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
取
り
除
い
た
ほ
う

が
良
い
と
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
の
が
、
ケ
ロ
ッ
グ
博
士
で
す
。

新
食
事
療
法
で
、
健
康
と
食
事
に
焦
点
を
当
て
、
食
物
繊
維
の
果

た
す
役
割
に
注
目
を
し
た
研
究
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
か
ら
約
五
〇
年
前
に
、
食
物
繊
維
の
父
と
い
わ
れ
る
バ
ー
キ
ッ

ト
博
士
が
、
大
腸
が
ん
に
対
し
て
の
繊
維
仮
説
を
発
表
し
ま
し

た
。
食
物
繊
維
を
含
ん
で
い
る
食
事
は
、
栄
養
に
は
な
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
そ
う
し
た
疾
病
に
対
し
て
非
常
に
有
利
に
は
た
ら
い
て

い
る
と
発
表
し
、
そ
こ
か
ら
世
界
中
に
食
物
繊
維
を
研
究
す
る
流

れ
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
独
自
の
ネ
バ
ネ
バ
食
文
化

　

も
う
一
度
、
長
寿
地
域
に
目
を
向
け
、
今
度
は
日
本
列
島
に
だ

け
存
在
し
て
い
る
特
徴
あ
る
成
分
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、
ネ

バ
ネ
バ
食
品
に
思
い
当
り
ま
す
。
オ
ク
ラ
、
納
豆
、
ワ
カ
メ
、
昆

布
、
ナ
メ
コ
な
ど
と
い
っ
た
食
材
で
す
が
、
日
本
に
は
非
常
に
多

い
で
す
ね
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
食
材
を
海
外
の
人
は
あ
ま
り

食
べ
ま
せ
ん
。
一
方
、
日
本
人
は
好
ん
で
食
べ
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
、
世
界
で
も
非
常
に
珍
し
い
食
文
化
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
バ
ネ
バ
の
由
来
と
な
る
粘
り
物
質
に
は
二
種
類
あ
り
、
オ
ク

ラ
、
昆
布
、
ワ
カ
メ
な
ど
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
が
そ
の
一
つ
で

す
。
ま
た
、
納
豆
、
ヤ
マ
イ
モ
な
ど
は
糖
た
ん
ぱ
く
質
に
由
来
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
ネ
バ
ネ
バ
の
正
体
で
あ
る
食
物
繊
維
は
、

炭
水
化
物
の
一
つ
で
す
︵
表
７
︶
の
で
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
﹁
糖
﹂

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
糖
質
ゼ
ロ
、
ノ
ン
シ
ュ

ガ
ー
と
書
か
れ
て
い
る
商
品
が
売
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
同
じ

﹁
糖
﹂
か
ら
で
き
て
い
る
食
物
繊
維
を
避
け
る
よ
う
で
は
い
け
ま
せ

ん
。﹁
糖
﹂
の
役
割
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

食
物
繊
維
の
種
類
と
生
理
機
能

　

粘
り
物
質
で
あ
る
食
物
繊
維
と
は
、
糖
が
多
数
結
合
し
て
巨
大

な
分
子
と
な
っ
た
多
糖
類
の
こ
と
で
す
︵
表
８
︶。
お
菓
子
を
作

る
方
は
、
ペ
ク
チ
ン
を
ご
存
じ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
ル

ギ
ン
酸
や
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
、
フ
コ
イ
ダ
ン
、
ガ
ラ
ク
タ
ン
な
ど

は
、
日
常
的
に
食
品
添
加
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
は
欠
か
せ
な
い
成
分

で
す
。
こ
の
食
物
繊
維
は
、
食
べ
て
も
消
化
吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
か

ら
、
小
腸
を
通
過
し
て
大
腸
ま
で
達
し
、
腸
内
細
菌
の
餌
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
発
酵
の
産
物
に
よ
り
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
が
最
近
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
話
題
の
腸
内
細
菌
は
、
人
間
を
作
っ
て
い
る
細
胞
の
数
が

三
七
兆
個
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
腸
内
に
四
〇
兆
個
も
存
在
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
体
を
作
っ
て
い
る
細
胞
と
同
じ
ぐ
ら
い
の

数
の
腸
内
細
菌
、
つ
ま
り
、
よ
そ
者
が
身
体
の
中
に
い
る
の
で

す
。
こ
の
腸
内
細
菌
は
、
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ

ま
で
、
お
腹
の
中
で
変
遷
を
繰
り
返
し
ま
す
。
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が

多
い
時
期
も
あ
れ
ば
、
ほ
か
の
腸
内
細
菌
が
多
い
と
き
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
腸
内
細
菌
は
食
物
繊
維

が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

食
物
繊
維
の
大
切
な
は
た
ら
き
の
一
つ
は
、
腸
内
細
菌
の
餌
に

な
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
別
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
、
大
腸
ま
で

通
り
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
便
秘
を
改
善
し
、
さ
ら
に
は
、
ご
わ

ご
わ
し
て
い
る
の
で
一
緒
に
食
べ
た
も
の
が
ス
ム
ー
ズ
に
吸
収
さ

れ
ず
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
制
し
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
今
世
界
中
の
研
究
者
が
腸
内
細
菌
の
餌
と
し
て

の
食
物
繊
維
に
注
目
す
る
さ
な
か
、
わ
れ
わ
れ
は
、
消
化
管
へ
の

影
響
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
き
っ
と
食
物
繊
維
に
は
、
小
腸
を
た

だ
通
り
抜
け
る
だ
け
で
は
な
い
未
知
の
機
能
が
あ
る
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

ペ
ク
チ
ン
の
生
理
機
能

　

ペ
ク
チ
ン
は
水
溶
性
の
食
物
繊
維
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
く
さ

ん
抱
え
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ペ
ク
チ
ン
を
食
べ
る
こ
と
は
す
な

わ
ち
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
食
べ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ペ

ク
チ
ン
は
、
植
物
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
成
分
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
ほ
ん
の
少
量
し
か
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
実
験
に
は
ペ
ク
チ
ン
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
る
プ
ル
ー
ン
を

使
い
ま
し
た
。

 　

ラ
ッ
ト
に
ペ
ク
チ
ン
を
一
二
週
間
食
べ
さ
せ
ま
す
と
、
小
腸

に
あ
る
絨
毛
の
ひ
だ
の
形
が
変
わ
り
ま
す
。
小
腸
に
は
腸
内
細
菌

が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
こ
の
作
用
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
ペ
ク

チ
ン
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
仕
組

み
が
分
か
ら
ず
、
し
か
も
こ
の
変
化
し
た
状
態
が
良
い
の
か
悪
い

の
か
、
謎
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
こ
の
研
究
を

進
め
、
ペ
ク
チ
ン
が
絨
毛
に
直
接
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
、
絨
毛
の
新

陳
代
謝
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
︵
図
１
︶。
さ

ら
に
私
た
ち
は
、
フ
ィ
ブ
ロ
ネ
ク
チ
ン
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
が
流

れ
て
き
た
ペ
ク
チ
ン
と
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
き
、
こ
の
よ
う
な
現
象

が
起
こ
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
︵
図
２
︶。

　

絨
毛
を
構
成
す
る
細
胞
は
、
必
ず
小
腸
の
陰
窩
で
生
ま
れ
ま

す
。
生
ま
れ
る
と
ひ
た
す
ら
上
を
目
指
し
て
移
動
し
、
一
番
上
に

行
き
着
く
と
、
こ
ろ
っ
と
は
が
れ
落
ち
ま
す
。
こ
の
細
胞
の
移
動

に
か
か
る
時
間
が
す
な
わ
ち
細
胞
の
寿
命
で
す
が
、
た
っ
た
五
日

で
す
。
摂
取
し
た
ペ
ク
チ
ン
は
、
絨
毛
に
当
た
っ
て
新
陳
代
謝
を

活
性
化
し
、
さ
ら
に
腸
管
の
免
疫
も
活
性
化
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

さ
ら
に
、
ラ
ッ
ト
に
ペ
ク
チ
ン
を
食
べ
さ
せ
る
と
、
炎
症
が
起

こ
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
病
原
体
や
毒
素

に
対
し
て
Ｉ
ｇ
Ａ
と
い
う
抗
体
が
出
ま
す
が
、
ペ
ク
チ
ン
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｉ
ｇ
Ａ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
無
毒
化
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
行
形

で
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
と
め
ま
す
と
、
食
物
繊
維
は
、
人
が
ヒ
ト
と
し
て
進
化
し
て

き
た
陰
の
立
役
者
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
腸

内
細
菌
を
活
性
化
し
つ
つ
、
腸
の
新
陳
代
謝
を
よ
く
す
る
こ
と

で
、
食
べ
物
か
ら
効
率
的
に
栄
養
を
得
る
手
助
け
、
お
膳
立
て
を

し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
食
物

繊
維
は
健
康
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
さ
ら
な
る
研
究
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

炭水化物

糖質

糖類

オリゴ糖

糖アルコール

多糖類

単糖類

二糖類

水溶性食物繊維

不溶性食物繊維
食物繊維

表 7　炭水化物の種類

多糖類 構成糖 所在

ペクチン ガラクツロン酸 果実

アルギン酸 マンヌロン酸 コンブ

ガラクトース モズクカラギーナン

フコイダン フコース コンブ

ガラクタン ガラクトース オクラ

表 8　食品多糖類（食物繊維）

図 1　ペクチンによるラット空腸絨毛の形態変化

腸管上皮細胞がペクチンと直接相互作用し、
多糖構造を認識している可能性を示唆？

図 2　 ペクチンが小腸絨毛を 
伸長させるしくみ

小腸絨毛

絨毛

陰窩

上皮細胞

増殖細胞

幹細胞

9 8

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



な
ぜ
時
間
栄
養
学
か

　

現
在
、
男
女
と
も
メ
タ
ボ
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
肥
満
が
増
え

て
い
る
の
は
男
性
だ
け
で
す
。
日
本
人
の
六
分
の
一
は
糖
尿
病
が

疑
わ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人
と
い
う
の
は
メ
タ
ボ
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
太
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
メ

タ
ボ
と
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

太
っ
て
い
る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
は
男
女
と
も
減
っ
て
い
ま
す
。
男
性
は
特
殊
で
、
食
べ
る
量

が
減
っ
て
い
る
の
に
体
重
が
増
え
メ
タ
ボ
に
な
る
。
女
性
は
食
べ

る
量
が
減
っ
て
い
る
の
に
、
体
重
は
維
持
し
て
メ
タ
ボ
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
う
も
原
因
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
不
規
則
な
食
時

間
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
夜
勤
を
す
る
人
に
冠
状
動
脈
疾
患
、
肥

満
が
多
い
。
シ
フ
ト
・
ワ
ー
カ
ー
に
は
が
ん
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
電
灯
が
発
明
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
、
経

済
活
動
、
す
べ
て
が
二
四
時
間
眠
ら
な
い
世
界
に
な
っ
て
、
頑
張

れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
生
活
は
乱
れ
る
と
い
う
皮
肉
な
状
況
で
す
。

　

図
２
は
、
二
四
時
間
の
時
計
で
す
。
朝
方
は
血
液
が
固
ま
り
や

す
く
、
血
圧
も
上
が
り
、
突
然
死
の
人
が
多
い
魔
の
時
間
帯
で

す
。
昼
は
、
精
神
活
動
や
体
力
が
一
番
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
く
、
ケ
ガ
を
し
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
病
気
も
時
間
と
関
係
が
あ
る
、
こ
れ
が
重
要
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
体
の
中
に
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
か
、
一
番
重
要
な
の

は
未
来
予
測
性
で
す
。
お
腹
が
空
く
と
、
お
腹
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴

り
、
食
べ
物
が
来
る
の
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
時
計
が
動
い
て
い

る
証
拠
で
す
。
恐
竜
が
い
た
時
代
、
哺
乳
類
は
す
べ
て
夜
行
性
で

し
た
。
昼
間
出
て
行
く
と
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
恐
竜
が
い

な
く
な
り
、
一
部
の
哺
乳
類
は
昼
間
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
餌
が
見
つ
け
や
す
い
か
ら
で
す
。
と
い
う
ふ
う
に
、
食
べ

る
こ
と
に
関
し
て
、
時
計
は
生
存
に
も
の
す
ご
く
重
要
で
し
た
。

時
計
遺
伝
子
と
リ
ズ
ム

　

二
〇
一
七
年
、
時
計
遺
伝
子
の
発
見
に
対
し
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
細
胞
が
、
臓
器
も
体
と
し
て
も
時
計

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
演
奏
で

き
る
状
態
が
健
康
な
状
態
で
す
。
リ
ズ
ム
が
揃
い
、
そ
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
細
胞
は
様
々
な
作
業
を
す
る
の
で
、
リ
ズ
ム
が
と
て

も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
次
に
、
マ
ウ
ス
の
時

計
遺
伝
子
を
切
り
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
行
動
に
二
四
時
間
の

時
計
が
な
く
な
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は
メ
タ
ボ
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
時
計
遺
伝
子
が
脂
質
代
謝
に
非
常

に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
一
気
に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
朝
型
、
夜
型
が
あ
る
よ
う
に
、

遺
伝
子
に
若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
遺
伝
病
の
よ
う
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
時
計
が
狂
っ
た
動
物
は
、
進
化
の

過
程
で
生
き
残
っ
て
い
な
い
、
淘
汰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
各
臓
器
の
時
計
が
狂
う
と
ど
う
な
る
か
。
ま
だ
研
究
が
少

な
い
で
す
が
、
脳
だ
と
睡
眠
障
が
い
、
心
臓
だ
と
心
機
能
不
全
、

肝
臓
だ
と
脂
質
代
謝
の
異
常
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
各

臓
器
の
時
計
が
ち
ゃ
ん
と
動
く
こ
と
が
重
要
で
す
︵
図
３
︶。

　

そ
こ
で
、
不
規
則
な
生
活
と
病
気
の
関
係
を
ネ
ズ
ミ
で
実
験
し

ま
し
た
。
二
四
時
間
、
だ
ら
だ
ら
食
い
を
さ
せ
ま
す
と
、
血
中
の

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
リ
ズ
ム
が
変

わ
り
、
代
謝
が
悪
く
な
っ
た
結
果
で
す
。
代
謝
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
ー
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
の
で
、
一
つ
リ
ズ
ム
が
ず
れ
る
だ
け

で
、
そ
の
代
謝
は
全
体
が
変
に
な
り
ま
す
。

　

二
四
時
間
だ
ら
だ
ら
食
い
の
ほ
か
に
も
、
夜
食
症
候
群
、
シ
フ

ト
摂
食
、
朝
食
欠
食
、
そ
う
い
う
動
物
モ
デ
ル
を
作
っ
て
実
験
を

し
ま
し
た
。
夜
食
症
候
群
で
す
が
、
休
息
期
し
か
食
べ
な
い
の
な

ら
そ
れ
な
り
に
規
則
正
し
い
の
で
は
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た

が
、
や
っ
て
み
る
と
、
脳
と
肝
臓
の
時
計
が
う
ま
く
リ
ン
ク
し
な

い
た
め
、
脂
質
代
謝
異
常
が
起
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

シ
フ
ト
ワ
ー
カ
ー
に
合
わ
せ
て
、
一
週
間
夜
食
べ
て
、
一
週
間

昼
食
べ
て
を
交
互
に
繰
り
返
し
て
も
、
や
は
り
同
じ
こ
と
が
起
き

ま
し
た
。
臓
器
間
の
バ
ラ
ン
ス
は
す
ぐ
に
は
戻
ら
な
い
ん
で
す
。

あ
る
臓
器
時
計
だ
け
う
ま
く
動
い
て
も
だ
め
で
、
体
全
体
の
時
計

が
う
ま
く
合
う
必
要
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

朝
食
の
重
要
性

　

も
う
一
つ
、
重
要
な
の
は
朝
食
欠
食
で
す
。
二
〇
代
、
三
〇
代

で
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
朝
食
に
は
肥
満
や
疾
患

を
防
ぐ
、
成
績
や
集
中
力
が
上
が
る
な
ど
、
い
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
大
な
期
待
は
禁
物
で
す
。
例
え
ば
、

今
ま
で
食
べ
て
い
な
い
人
に
朝
食
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
ら
、
カ
ロ

現
代
の
栄
養
学
に
つ
い
て

　

栄
養
素
で
す
が
、
た
ん
ぱ
く
質
、
糖
質
︵
炭
水
化
物
︶、
脂
質
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
食
べ
な
い
と
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
、
生
き
て
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
実
際
食
べ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
非
栄
養
素
で
す
。
栄

養
素
だ
け
だ
と
、
ほ
と
ん
ど
小
腸
で
吸
収
さ
れ
ま
す
が
、
非
栄
養

素
、
特
に
植
物
性
の
食
品
は
一
部
吸
収
さ
れ
ず
大
腸
ま
で
行
き
ま

す
。
大
腸
の
腸
内
細
菌
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
非
栄
養
素
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
表
例
が
食
物
繊

維
で
す
。

　

次
に
﹁
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
か
﹂
で
す
が
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
覚
え
て

く
だ
さ
い
。
Ｔ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
、
い
つ
食
べ
る
か
は
重
要
で
す
。

Ｂ
は
バ
ラ
ン
ス
、
Ｓ
は
シ
ン
プ
ル
。
例
え
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
食
べ

た
も
の
と
出
て
い
っ
た
も
の
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
基
本
的
に
体
重
は

決
ま
り
ま
す
。
食
べ
て
や
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ン
プ
ル

に
考
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
現
代
日
本
食
の
問
題
点
で
す
が
、
野

菜
と
魚
の
摂
取
量
が
足
り
な
く
て
、
食
塩
が
多
い
と
。
年
代
別
だ

と
、
若
年
層
が
野
菜
や
魚
を
食
べ
て
い
な
い
。
魚
は
年
と
と
も
に

食
べ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
野
菜
は
年
を
取
っ
て
も
食
べ
て
な

い
。
栄
養
素
必
要
量
か
ら
計
算
す
る
と
野
菜
は
五
〇
〇
グ
ラ
ム
以

上
必
要
と
な
り
、
相
当
な
量
を
食
べ
な
い
と
健
康
に
は
十
分
で
は

な
い
の
で
す
。

　

栄
養
学
の
歴
史
を
見
ま
す
と
、
二
〇
世
紀
の
途
中
ま
で
は
世
界

中
ほ
と
ん
ど
の
国
で
栄
養
不
足
で
し
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
、

日
本
も
そ
う
で
す
が
、
一
気
に
過
剰
に
な
り
ま
し
た
。
不
足
か
ら

過
剰
の
栄
養
学
に
一
気
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
わ
れ
わ
れ
は
過
剰

に
ど
う
備
え
る
か
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
機
能
性

食
品
と
い
う
概
念
が
当
時
の
文
部
省
の
関
係
で
生
ま
れ
、
一
生
懸

命
、
商
品
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
活
習
慣
病
に
対
し
て
十
分
に

成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
個
別
対
応
す
る
最
適
化
の
栄
養
学
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
技
術
の
進
歩
と
腸
内
細
菌
の
重
要
性

が
認
知
さ
れ
た
こ
と
、
時
間
栄
養
学
が
で
き
た
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
通
常
何
を
食
べ
る
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
健
康
に
な
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ

で
、
５
Ｗ
１
Ｈ
を
考
え
︵
図
１
︶、
今
回
最
も
成
功
し
て
い
る
の

が
食
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
時
間
栄
養
学
で
す
。

　

時
間
栄
養
学
に
は
、
食
べ
る
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
こ
と

と
、
食
事
は
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
い
う
二
つ
の
側
面
が

あ
り
ま
す
。
首
か
ら
上
の
脳
は
朝
日
を
浴
び
て
、
首
か
ら
下
の
身

体
は
朝
食
に
よ
っ
て
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
何

を
食
べ
る
か
よ
り
も
、
い
つ
食
べ
る
か
が
意
外
と
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
時
間
栄
養
学
は
経
済
的
、
お
金
を
か
け
な
く

て
も
、
時
間
を
変
え
れ
ば
い
い
だ
け
で
す
。

時
間
栄
養
学
─
食
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
メ
タ
ボ
予
防
─
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図 2　生理機能と疾患発生の日周リズム
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太陽光

Liver

睡眠障害

心機能不全 筋肉萎縮
サルコペニア

メタボリックシンドローム

脂質代謝疾患
脂肪肝 ＮＡＳＨ

骨低下

Bone

? ?

図 3　臓器の時計はそれぞれの疾患や健康と関係する
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リ
ー
が
増
え
太
り
ま
す
。
朝
食
を
食
べ
る
と
い
う
生
活
習
慣
で
健

康
体
質
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
か
な
と
思
い
ま
す
。
書

店
に
行
く
と
朝
食
を
食
べ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
朝
食
反
対
派

の
本
が
圧
倒
的
に
多
く
、
実
際
に
十
何
冊
は
読
み
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
食
べ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
賛
成
派
は
、
数
冊
し
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
明
ら
か
に
分
が
悪
い
。
国
は
、
文
科
省
が
﹁
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
﹂
国
民
運
動
の
推
進
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま

す
。
朝
の
光
を
浴
び
て
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
、
血
糖
値
を
上
げ

る
な
ど
が
理
由
で
す
が
、
朝
食
を
食
べ
な
く
て
も
血
糖
値
は
維
持

さ
れ
ま
す
の
で
根
拠
は
や
や
曖
昧
で
す
。
た
だ
、
成
長
期
の
子
ど

も
の
脳
は
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
で
、
二
食
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
に
は
別
な
意
味
で
朝
食

が
必
要
で
す
ね
。
反
対
派
は
、
午
前
中
は
腸
が
休
ん
で
い
る
の

で
、
朝
食
は
腸
を
傷
つ
け
る
、
昔
は
朝
食
を
食
べ
な
か
っ
た
な
ど

が
理
由
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
科
学
的
根
拠
が
な

い
。

　
﹃
朝
食
の
歴
史
﹄
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
に
は
、
朝

食
が
始
ま
っ
た
の
は
新
石
器
時
代
以
降
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
も
の
を
貯
蔵
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
た
だ
、
産

業
革
命
が
過
ぎ
る
頃
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
食
べ
物
が
不
足

し
て
い
た
の
で
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
ま
ず
食
べ
る
こ
と
が
重

要
で
し
た
。
そ
の
た
め
朝
食
の
影
響
な
ん
て
全
く
無
意
味
で
し

た
。

　

朝
食
と
健
康
の
問
題
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九

世
紀
以
降
で
す
。
食
べ
物
が
満
た
さ
れ
、
朝
食
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
二
〇
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ

る
不
足
の
栄
養
学
か
ら
過
剰
な
栄
養
学
に
変
わ
り
、
そ
こ
か
ら
朝

食
の
影
響
が
健
康
に
表
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と

で
、
昔
、
朝
食
を
食
べ
な
か
っ
た
と
い
う
理
屈
は
意
味
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
朝
食
反
対
派
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
消
え
ま
す
。

　

で
は
、
栄
養
素
が
満
た
さ
れ
た
状
態
で
朝
食
が
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て
き
た
時
間
栄
養
学
、
生
物

時
計
か
ら
見
て
み
ま
す
。

　

朝
食
を
食
べ
な
い
で
、
昼
か
ら
食
べ
る
食
生
活
を
ネ
ズ
ミ
に
さ

せ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
体
温
の
上
昇
時
間
が
短
く
な
り

体
重
が
増
加
し
ま
し
た
。
食
べ
る
量
は
一
緒
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
朝
食
は
、
体
内
時
計
を
正
常
化
さ
せ
太
り
に
く
い
、
健
康
体

質
に
し
て
く
れ
る
、
こ
れ
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
朝

食
の
重
要
性
は
や
は
り
代
謝
を
正
常
化
さ
せ
て
健
康
体
質
に
す
る

こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
超
」
規
則
正
し
い
食
生
活

　
﹁
超
﹂
規
則
正
し
い
と
い
う
の
は
、
活
動
期
の
八
時
間
し
か
食

べ
な
い
と
い
う
こ
と
。
朝
八
時
に
食
べ
た
ら
、
夕
方
の
四
時
に
は

夕
食
を
終
え
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ネ
ズ
ミ
で
の
実
験
で
、
ど
ん

な
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
を
食
べ
さ
せ
て
も
、
全
く
太
ら
な
い
の
で

す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。﹃
八
時
間
ダ
イ
エ
ッ
ト
﹄、
日
本
で
も

出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
な
い
の
か
、
流

行
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
可
能
な
の
は
一
二
時
間
と
か
一
四
時
間
ダ

イ
エ
ッ
ト
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
朝
七
時
に
食
べ
た
ら

夜
も
七
時
に
し
ま
し
ょ
う
、
遅
く
と
も
九
時
ま
で
に
は
終
え
よ
う

と
。
朝
食
べ
て
か
ら
一
二
時
間
か
一
四
時
間
が
一
つ
の
目
安
か
な

と
思
い
ま
す
。
人
の
実
験
で
一
〇
時
間
だ
け
の
摂
食
で
メ
タ
ボ
が

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
て
食
事
は
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
食
後
に
出
て
く
る
イ
ン
ス
リ
ン

が
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
新

聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
朝
食
は
い
い
が
、
夜
食
が
メ
タ

ボ
に
な
る
と
。
つ
ま
り
、
夜
食
べ
る
と
真
逆
の
影
響
が
出
る
と
い

う
こ
と
で
、
今
、
夜
中
の
ス
マ
ホ
が
よ
く
な
い
と
い
い
ま
す
よ

ね
。
強
い
光
を
朝
に
浴
び
る
と
、
時
計
を
朝
に
し
て
い
く
ん
で
す

ね
。
じ
ゃ
あ
、
ス
マ
ホ
を
夜
見
る
と
ど
う
な
る
か
。
そ
う
す
る

と
、
時
計
が
ど
ん
ど
ん
後
ろ
へ
ず
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
光
も
朝

浴
び
る
と
朝
型
に
、
夜
浴
び
る
と
夜
型
に
な
る
、
効
果
は
真
逆
に

出
る
ん
で
す
。
不
健
康
に
な
り
た
か
っ
た
ら
夜
食
を
食
べ
ろ
っ
て

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

じ
ゃ
あ
何
を
食
べ
れ
ば
良
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
糖
と
た

ん
ぱ
く
質
を
摂
れ
ば
体
の
リ
セ
ッ
ト
が
効
く
の
で
、
通
常
の
食
事

を
し
て
い
れ
ば
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
も
い
い
で
す
。

時
間
栄
養
学
か
ら
み
た
ベ
タ
ー
な
食
ス
タ
イ
ル

　

人
間
は
ど
う
い
う
食
生
活
ス
タ
イ
ル
を
し
た
ら
い
い
の
か
。
人

の
体
内
の
時
計
を
簡
単
に
測
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

は
ネ
ズ
ミ
ば
か
り
で
し
た
が
、
二
〇
一
七
年
に
朝
食
欠
食
の
実
験

が
初
め
て
人
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
尻
の
脂
肪
組
織
の

一
部
を
取
っ
て
、
ま
さ
に
体
の
一
部
を
取
っ
て
調
べ
た
ら
、
ネ
ズ

ミ
で
の
実
験
結
果
と
同
じ
こ
と
が
人
で
も
起
こ
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
ま
し
た
。
で
は
ど
う
す
る
か
。
活
動
期
に
食
べ
て
休
息
期
に
食

べ
な
い
。
そ
し
て
、
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
も
う
こ

れ
に
尽
き
ま
す
。
も
し
、
夜
遅
く
な
る
と
き
は
、
と
も
か
く
大
体

を
夜
七
時
に
食
べ
て
、
少
し
だ
け
は
後
回
し
に
す
る
分
食
に
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
と
、
食
事
の
回
数
は
増
え
て
も
健

康
だ
と
い
う
論
文
が
あ
り
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
カ
ロ
リ
ー
が
増
え
な

け
れ
ば
、
ど
う
ぞ
三
時
の
お
や
つ
食
べ
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て
い

ま
す
。

体
内
時
計
を
推
測
す
る

　

さ
っ
き
言
っ
た
、
人
の
時
計
を
調
べ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
食

べ
た
と
き
に
ス
マ
ホ
を
タ
ッ
プ
す
る
だ
け
で
、
大
体
の
時
計
が
計

算
さ
れ
ま
す
。
睡
眠
時
計
、
活
動
時
計
、
便
活
時
計
、
あ
と
、
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
は
代
謝
時
計
、
お
な
か
の
時
計
を
ち
ゃ
ん
と
計
っ

て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

皮
膚
の
時
計
も
あ
り
ま
す
。
不
規
則
な
生
活
を
す
る
と
化
粧
の
り

が
悪
い
と
言
い
ま
す
が
、
皮
膚
の
時
計
が
狂
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

砂
糖
の
摂
り
過
ぎ
に
つ
い
て

　

実
は
砂
糖
の
摂
り
過
ぎ
が
思
っ
た
よ
り
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
砂
糖
を
一
日
二
五
グ
ラ
ム
程

度
、
小
さ
じ
六
杯
分
ぐ
ら
い
に
抑
え
て
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
意
外
と
難
し
い
レ
ベ
ル
で
す
。
日
本
人
は
一
応
こ
れ
に
近
い

レ
ベ
ル
で
す
が
、
気
を
付
け
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
あ
る
論
文
で

は
ア
ル
コ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
毒
性
が
あ
る
と
し
て
、
砂
糖
の
摂
り

過
ぎ
に
税
金
を
か
け
ろ
、
小
学
校
の
周
り
に
自
販
機
を
一
切
置
く

な
、
テ
レ
ビ
で
は
一
切
甘
い
も
の
を
宣
伝
す
る
な
と
か
、
そ
う
い

う
過
激
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
砂
糖
税
は
既
に
世
界

二
二
カ
国
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
も
導
入
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
ケ
ー
キ
が
す
ご
く
高
価
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
ら
、
や
め
ら
れ
な
い
砂
糖
を
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
昼
間
だ
け
食
べ
た
ら
ど
う
か
っ
て
い
う
実
験
を
ネ
ズ

ミ
で
し
ま
し
た
。
砂
糖
を
摂
り
過
ぎ
る
と
脂
肪
肝
に
な
り
ま
す

が
、
同
じ
量
を
摂
っ
て
も
、
昼
間
だ
け
し
か
食
べ
な
い
と
、
悪
い

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
甘
い
も
の
は
昼
間

だ
け
、
夜
は
食
べ
ち
ゃ
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
栄
養
学

　

最
後
に
、
先
ほ
ど
の
個
別
対
応
す
る
最
適
化
の
栄
養
学
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
栄
養
学
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
質
に
合
っ
た
、
個
人
に
適
切
な
栄
養
を
摂
取
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
進
め
て
い
る
の
が
、
Ｎ
式
食
事
摂
取
基
準
と
い
う
ア
プ
リ
で

す
︵
図
４
︶。
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
で
自
分
の
検
診
結
果
を
入
力
す
る

と
、
あ
な
た
に
必
要
な
栄
養
素
が
出
て
き
ま
す
。
レ
シ
ピ
の
提
案

や
、
音
声
入
力
で
食
べ
た
も
の
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ

ム
も
つ
く
る
予
定
で
す
。
先
ず
は
、﹁
Ｎ
式
食
事
摂
取
基
準
﹂
で

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
基
本
デ
ー
タ
の
み
入
力
す
る
と
食
事

摂
取
基
準
が
そ
の
ま
ま
出
て
き
ま
す
し
、
検
診
結
果
を
入
れ
る
と

ア
ド
バ
イ
ス
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
進
ん
で
い
る
の
が
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
栄
養
学
︵
図
５
︶
で

す
。
オ
ミ
ッ
ク
ス
解
析
と
い
っ
て
、
遺
伝
子
、
ゲ
ノ
ム
を
解
析
す

る
、
遺
伝
子
発
現
を
解
析
す
る
、
タ
ン
パ
ク
質
、
代
謝
物
、
腸
内

細
菌
、
そ
し
て
画
像
解
析
も
や
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
自
分
の
活
動
量
や
心
拍
な
ど
を
二
四
時
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
、
あ
と
体
内
時
計
の
情
報
な
ど
を
集
め
て
、
Ａ
Ｉ
が
、
あ
な
た

に
合
っ
た
栄
養
素
を
提
案
す
る
シ
ス
テ
ム
が
現
実
に
、
今
、
動
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
研
究
レ
ベ
ル
で
は
行
動
変
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

出
て
き
て
、
異
常
を
予
知
し
て
、
す
べ
て
を
あ
な
た
に
最
適
な
も

の
を
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
遺
伝
子
を
利
用
し
た
医
療
は

ゲ
ノ
ム
医
療
と
し
て
、
が
ん
で
は
二
〇
一
九
年
か
ら
保
険
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
、
こ
う
し
た
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
自
然
科
学
は
分
析
的
に
や
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
総
合
し

て
、
い
か
に
わ
れ
わ
れ
の
健
康
や
何
か
に
結
び
つ
け
る
か
が
重
要

だ
と
考
え
、
研
究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
技
術
や
考
え
方
は
進
歩
し
、
将
来
そ
の
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
ず
は
Ｔ
Ｂ

Ｓ
、
５
Ｗ
１
Ｈ
、
簡
単
に
言
え
ば
、
朝
食
を
食
べ
て
夜
食
を
控
え

る
食
生
活
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

タンパク質解析

遺伝子発現解析 代謝物解析

腸内細菌叢解析

体内時計解析

体温解析

心拍数解析

睡眠解析

活動解析

暴露解析

家族病歴解析 病歴

画像解析

健診、身体検査

オミックス解析
遺伝子解析

生化学解析

リアルタイムモニタリング

情報処理
人工知能
通信技術

●そそれれぞぞれれのの人人にに合合っったた
食食事事 運動

●行動変容プログラム

異常を予知して、未然に対処
→健やかな加齢、高いQOL

食事解析

トイレ解析

オーダーメイド栄養学、テーラーメイド栄養学

図 5　将来への展望　今後の栄養学
プレシジョン栄養学（個人対応型の精密栄養学）

図 4　Ｎ式食事摂取基準：記入例
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が
ぐ
ー
っ
と
一
四
〇
ま
で
上
が
り
ま
す
。
野
菜
を
先
に
食
べ
る

と
、
ピ
ー
ク
が
か
な
り
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
飯
よ
り
先
に
野

菜
、
食
物
繊
維
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
ろ
う

と
。
こ
れ
は
推
測
で
す
が
、
野
菜
に
含
ま
れ
た
食
物
繊
維
を
先
に

食
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
に
食
べ
た
ご
飯
が
腸
管
か
ら
吸
収
さ
れ

る
の
を
あ
る
程
度
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
食
後
の
血
糖
値

上
昇
を
少
し
遅
ら
せ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
に
お
か
ず
と
な

る
肉
を
加
え
、
ご
飯
、
野
菜
、
肉
の
食
べ
る
順
番
を
変
え
た
結

果
、
野
菜
、
肉
、
ご
飯
の
順
が
、
明
ら
か
に
血
糖
値
の
抑
制
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
炭
水
化
物
は
、
食
事

の
後
ろ
の
ほ
う
に
食
べ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

 　

こ
の
理
由
の
一
つ
は
イ
ン
ク
レ
チ
ン
と
い
う
消
化
管
ホ
ル
モ

ン
の
存
在
で
す
。
口
か
ら
も
の
を
食
べ
た
と
き
に
、
小
腸
の
細
胞

か
ら
自
動
的
に
分
泌
さ
れ
、
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
を
出
す
よ
う

に
シ
グ
ナ
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
消
化
管
に
入
る
炭
水
化
物

の
量
を
計
算
し
て
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
て
い
る
の
が
イ
ン
ク
レ
チ
ン

で
す
。
で
は
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
は
何
に
よ
っ
て
分
泌
さ
れ
る
の

か
。
一
つ
は
、
た
ん
ぱ
く
質
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
と
い
う
こ
と
は
、
た
ん
ぱ
く
質
︵
肉
、
魚
、
大
豆
︶
を
食
べ

た
あ
と
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
で
血
糖
の
上
昇
を
抑
制
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
お
か
ず
か
ら

　

で
は
、
ど
の
く
ら
い
先
に
た
ん
ぱ
く
質
を
食
べ
た
ら
い
い
の

か
。
我
々
の
機
関
内
で
、
ご
飯
と
お
か
ず
︵
た
ん
ぱ
く
質
︶
を
食

べ
る
順
序
や
間
隔
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
結
果
、
五
分
前
で
十
分
と

わ
か
り
ま
し
た
。
お
か
ず
を
も
ぐ
も
ぐ
と
食
べ
て
い
た
ら
、
三
分　

五
分
な
ん
て
す
ぐ
で
す
。
ご
飯
は
す
ぐ
に
食
べ
な
い
こ
と
を
条
件

に
、
お
か
ず
か
ら
食
べ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
を
、
牛
丼
な
ど
で
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
実
は
牛
丼
や
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
、
炭
水
化
物
や
油
脂
な
ど
と
た
ん
ぱ
く
質
を
一

緒
に
摂
る
料
理
で
は
、
血
糖
値
を
非
常
に
上
げ
や
す
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
牛
皿
を
先
に
食
べ
て
、
そ
の
あ
と

ご
飯
を
食
べ
る
と
ピ
ー
ク
が
抑
え
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
極
端
な
例
で
す
。
影
響
を
確
か
め
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
順
番
で
す
。
最
初
に
野
菜
、
次
に
た
ん
ぱ
く
質
、

最
後
に
炭
水
化
物
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
は
、
野
菜
を
先
に
食
べ
る
と
そ

れ
で
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
た
ん
ぱ
く
質
が
食
べ
ら
れ
な

い
と
な
る
わ
け
で
す
。
野
菜
は
大
事
だ
と
は
い
っ
て
も
、
た
ん
ぱ

く
質
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。
私
ど
も
は
ま

ず
お
か
ず
の
一
部
を
、
そ
れ
で
野
菜
、
そ
し
て
最
終
的
に
炭
水
化

物
で
あ
る
ご
飯
な
ど
、
あ
る
い
は
最
後
に
果
物
、
そ
う
い
っ
た
順

番
が
理
想
的
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
な
ら
多
く
の
方
が
実
践
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
れ
は
わ
が
国
古
来
の
懐
石
料
理
の
順
番
そ
の
も
の
で

す
。
先
づ
け
、
椀
物
、
魚
、
そ
し
て
ご
飯
、
フ
ル
ー
ツ
で
す
ね
。

わ
れ
わ
れ
の
体
質
的
に
、
こ
の
順
番
は
非
常
に
理
に
か
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

た
ん
ぱ
く
質
の
重
要
性

　

次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。
わ
が
国
は
高
齢
化
が

進
み
、
生
産
人
口
が
減
少
、
あ
と
数
十
年
経
つ
と
一
人
が
一
人
を

支
え
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
で
す
の
で
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
、
す
な
わ
ち
健
康
寿
命
の
延
伸
で
す
。

自
分
で
身
の
回
り
こ
と
が
何
で
も
で
き
る
寿
命
を
長
く
し
よ
う

と
。
で
は
何
が
重
要
に
な
る
か
、
そ
れ
は
筋
肉
で
す
。
筋
肉
が
な

け
れ
ば
立
て
ま
せ
ん
、
動
け
ま
せ
ん
。
そ
の
筋
肉
は
加
齢
に
と
も

な
い
男
女
と
も
に
減
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
減
っ
た
分
だ
け
痩
せ
る

か
と
い
う
と
、
代
わ
り
に
脂
肪
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｌ
︵
日
常
生
活
動
作
︶
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
あ
る
程
度
実
践
す
る
に
は
、
筋
肉
を
い
か
に
維
持
向
上
す
る
か

で
す
が
、
そ
れ
に
は
栄
養
と
運
動
が
や
っ
ぱ
り
生
活
の
要
に
な
り

ま
す
。

　

高
齢
者
の
筋
肉
が
減
少
す
る
こ
と
を
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
い
い
、

日
本
語
だ
と
筋
肉
減
少
症
に
な
り
ま
す
。
一
見
同
じ
よ
う
な
腕
周

り
や
ふ
く
ら
は
ぎ
周
り
で
す
が
、
そ
の
中
身
は
、
筋
肉
が
多
い
の

か
、
脂
肪
が
多
い
の
か
、
見
た
目
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
筋
肉
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
や
は
り
日
々
の
食

生
活
と
運
動
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
の
で
試
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
自
分
の
親
指
と
人

さ
し
指
で
輪
っ
か
を
作
り
、
そ
れ
が
ふ
く
ら
は
ぎ
を
す
る
す
る
と

抜
け
る
よ
う
だ
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
危
険
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
何
か
し
ら
の
対
策
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ

の
指
標
は
横
断
歩
道
で
す
。
横
断
歩
道
を
信
号
が
青
に
な
っ
て
か

日
本
人
の
体
質
と
食
環
境
の
変
化

　

わ
が
国
の
死
因
別
に
見
た
死
亡
率
の
一
位
は
が
ん
で
す
。
が
ん

と
食
事
と
の
関
係
の
エ
ビ
デ
ン
ス
は
少
な
い
た
め
、
が
ん
を
食
事

で
予
防
、
あ
る
い
は
治
療
す
る
と
い
う
域
に
は
達
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
二
位
、
三
位
の
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
は
血
管
系

の
病
気
な
の
で
、
食
生
活
で
の
予
防
や
改
善
が
可
能
で
す
。
年
を

取
っ
た
方
で
も
非

常
に
生
き
生
き
と

元
気
な
方
が
お
ら

れ
、
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
血
管

年
齢
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

血
管
は
、
頭
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
足

先
ま
で
血
液
が
流

れ
る
、
非
常
に
重

要
な
管
で
、
健
康

寿
命
の
延
伸
の
た

め
に
は
い
か
に

若
々
し
く
保
つ
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
に

影
響
す
る
の
が
、
高
血
糖
や
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
、
肥
満
と

い
っ
た
動
脈
硬
化
に
結
び
付
く
病
気
で
す
。

　

高
度
肥
満
の
頻
度
を
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
約
四
〇
％
、
日
本

は
わ
ず
か
五
％
程
度
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
国
の
糖
尿
病

の
頻
度
は
変
わ
ら
ず
、
太
っ
て
い
る
か
ら
糖
尿
病
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
遺
伝
的
な
問
題
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま

す
。
欧
米
人
は
牧
畜
民
族
と
い
わ
れ
、
昔
か
ら
肉
を
食
べ
て
き
た

こ
と
で
、
十
分
な
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
能
力
が
培
わ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
日
本
人
は
農
耕
民
族
な
の
で
、
少
し
の
イ
ン
ス
リ

ン
が
あ
れ
ば
十
分
で
し
た
。
こ
の
た
め
食
べ
過
ぎ
が
続
く
こ
と
で

イ
ン
ス
リ
ン
が
足
り
な
く
な
り
、
糖
尿
病
に
な
り
易
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
を
迎
え
飽
食
の
時
代
に
な
る
と
、
日
本
人
の
食
生

活
は
欧
米
化
し
、
脂
肪
を
た
く
さ
ん
摂
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
一
日
の
栄
養
摂
取
量
を
見
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
︵
エ
ネ
ル

ギ
ー
︶
摂
取
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
獣
肉
か
ら
摂
る
脂

肪
は
と
て
も
増
え
ま
し
た
。
厚
労
省
の
資
料
か
ら
換
算
す
る
と
、

昭
和
三
〇
年
頃
に
比
べ
て
二
〇
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
九
〇
一
年
に
行
わ
れ
た
研
究
で
す
。
人
力
車
を
引
っ
張
る
日

本
人
男
性
二
名
に
、
一
人
は
炭
水
化
物
中
心
、
も
う
一
人
は
肉
類

中
心
の
食
事
を
し
て
、
毎
日
四
〇
キ
ロ
を
二
週
間
走
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
炭
水
化
物
中
心
の
男
性
は
き
ち
ん
と

走
れ
ま
し
た
が
、
肉
類
中
心
の
男
性
は
三
日
間
で
リ
タ
イ
ア
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
肉
中
心
か
ら
炭
水
化
物
中
心
に
変
え
る
と
、

二
週
間
継
続
で
き
た

と
い
う
有
名
な
研
究

が
あ
り
ま
す
。
日
本

人
に
は
炭
水
化
物
は

非
常
に
重
要
で
、
そ

の
体
質
を
決
定
し
て

い
る
と
考
察
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
、
ア
ジ
ア
も

そ
う
で
す
が
、
急
速

な
経
済
発
展
を
遂

げ
、
も
う
手
に
入
ら

な
い
食
事
、
食
品
は

あ
り
ま
せ
ん
。
何
で

も
簡
単
に
手
に
入

り
、
お
か
ず
中
心
の
食
生
活
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
を
い
つ

で
も
利
用
で
き
、
夜
型
・
朝
型
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
そ
う
し
た
影
響
か
ら
、
生
活
習
慣
病
が
か
な
り
増
え

て
き
て
い
る
の
が
わ
が
国
の
現
状
で
す
。　

 

　

例
え
ば
、
調
理
済
み
食
品
、
お
総
菜
で
す
。
経
済
発
展
と
と
も

に
購
入
す
る
割
合
が
増
し
、
今
や
、
食
事
は
作
る
も
の
で
は
な

く
、
買
う
も
の
で
あ
る
と
。
特
に
高
齢
者
、
独
居
世
帯
ほ
ど
そ
う

い
う
傾
向
が
強
く
出
て
い
ま
す
。
お
総
菜
を
買
う
時
代
と
な
っ
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、
健
康
の
た
め
に
食
べ
る
順
番
は
意
識
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

食
べ
る
順
番
で
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

例
え
ば
野
菜
を
先
に
食
べ
て
か
ら
ご
飯
を
食
べ
る
と
、
食
後
の

血
糖
値
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
実
際

の
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
ご
飯
を
先
に
食
べ
る
と
血
糖
値

健
康
寿
命
を
支
え
る
食
事
・
栄
養
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ら
で
は
渡
り
き

れ
な
い
、
赤
に

な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
出
て
き

ま
す
。
こ
れ

も
、
歩
行
速
度

と
い
う
指
標
か

ら
見
た
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
の
基
準

の
一
つ
で
す
。

　

で
は
何
を
食
べ

た
ら
筋
肉
、
筋

力
が
つ
く
の
か

と

い

う

と
、

や
っ
ぱ
り
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。
肉
や
魚
、
豆
腐
、
卵
な
ど
の
た
ん

ぱ
く
質
が
、
胃
か
ら
小
腸
に
か
け
て
消
化
酵
素
で
分
解
さ
れ
、
そ

れ
が
吸
収
さ
れ
て
ア
ミ
ノ
酸
と
し
て
筋
肉
に
供
給
さ
れ
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
の
筋
タ
ン
パ
ク
は
常
に
代
謝
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
速
度
は

遅
く
な
っ
た
り
早
く
な
っ
た
り
し
て
動
い
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く

質
の
摂
取
量
が
増
え
て
く
る
と
、
代
謝
サ
イ
ク
ル
が
活
性
化
し
、

ど
ん
ど
ん
筋
肉
を
増
や
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
は
福
島
県
の
会

津
出
身
で
す
が
、
両
親
は
野
菜
ば
か
り
な
の
で
、
常
に
た
ん
ぱ
く

質
を
摂
る
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
が
少

な
く
な
る
と
、
体
の
筋
タ
ン
パ
ク
を
分
解
し
て
、
命
を
つ
な
ご
う

と
し
ま
す
。
自
分
の
タ
ン
パ
ク
を
食
べ
て
、
生
き
る
た
め
に
必
要

な
た
ん
ぱ
く
質
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
な
た
ん
ぱ
く

質
摂
取
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
っ
て
筋
肉
に
な

る
割
合
は
、
年
を
取
る
ほ
ど
落
ち
て
き
ま
す
の
で
、
高
齢
者
は
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
摂
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
体
重
当
た
り
一
・

五
ｇ
程
度
ま
で
、
一
日
当
た
り
に
す
る
と
六
〇
～
八
〇
ｇ
が
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
食
し
っ
か
り
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
る

　

日
本
人
の
食
生
活
を
見
て
み
る
と
、
朝
は
少
な
く
、
昼
は
そ
こ

そ
こ
、
夕
方
に
た
く
さ
ん
と
い
う
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
一
日
三
食
均
等
に
、
体
重
一
ｋ
ｇ
当
た
り
〇
・
三
～
〇
・
四
ｇ
の

た
ん
ぱ
く
質
を
摂
る
こ
と
が
よ
い
と
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
実

際
、
朝
食
と
昼
食
で
た
ん
ぱ
く
質
が
摂
れ
て
い
な
い
人
は
筋
肉
が

増
え
に
く
い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
減
少
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
朝
食
に
ど
れ
だ
け
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
れ
る
か
と
い
う
の

は
、
筋
肉
を
考
え
る
と
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

表
は
、
何
を
ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
、
ど
れ
だ
け
た
ん
ぱ
く
質

が
摂
れ
る
の
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
鶏
肉
な
ど
の
肉
類

は
大
体
一
〇
〇
ｇ
食
べ
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質
は
二
〇
ｇ
前
後
に
な

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
、
納
豆
、
卵
、
牛
乳
、

こ
れ
で
二
〇
ｇ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
表
を
参
考
に
、
理
想
的
な
食

事
、
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
し
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ンｰ

テ
ア

　

次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
元
気
な
肌
﹂
で
す
。
今
日
は
女
性
の
方

が
多
い
で
す
が
、
お
肌
も
元
気
で
な
い
と
、
毎
日
の
生
活
が

ち
ょ
っ
と
し
っ
く
り
き
ま
せ
ん
。
実
は
、
肌
と
た
ん
ぱ
く
質
は
深

い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
私
は
ず
っ
と
、
創
傷
、
特
に
床
ず
れ
と
栄

養
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ど
う
し
て
も
た
ん
ぱ
く

質
が
必
要
な
の
で
す
。
病
院
と
呼
ば
れ
る
医
療
機
関
で
は
国
の
診

療
報
酬
の
中
で
、
ス
キ
ン︲

テ
ア
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。
ス

キ
ン
ケ
ア
で
は
な
く
ス
キ
ン︲

テ
ア
で
す
。
入
院
の
際
は
、
患
者

さ
ん
に
ス
キ
ン︲

テ
ア
が
あ
る
か
な
い
か
、
で
き
や
す
い
か
否
か

を
き
ち
ん
と
評
価
す
る
よ
う
に
国
か
ら
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ス
キ
ン︲

テ
ア
と
は
皮
膚
の
裂
創
の
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
皮

が
む
け
て
し
ま
う
状
態
、
青
あ
ざ
が
つ
い
て
、
こ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
は
皮
が
む
け
や
す
い
わ
け
で
す
が
、
む
け
て
し
ま
っ
た
ら
ス
キ

ン︲

テ
ア
と
な
り
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
が
問
題
に
な
る

の
か
、
そ
れ
は
、
虐
待
と

間
違
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
医
療
従
事
者
は
一

生
懸
命
患
者
さ
ん
の
介
助

を
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、

手
を
持
っ
て
支
え
る
だ
け

で
皮
が
ず
り
む
け
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で

す
。
原
因
は
、
皮
膚
の
栄

養
の
一
部
が
足
り
な
い
、

何
ら
か
の
理
由
で
皮
膚
の

状
態
が
悪
い
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
乾
燥
肌
で
、
ス
キ
ン

︲

テ
ア
の
七
六
％
が
乾
燥
肌
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
私
ど

も
は
、
こ
う
い
っ
た
乾
燥
肌
を
簡
単
な
機
材
で
測
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
乾
燥
の
度
合
い
を
見
て
、
そ
の
方
の
栄
養
の
過
不
足
を

診
断
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
他
に
も
乾
燥
肌
の
評
価

が
し
や
す
い
質
問
表
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
、
ノ
ー
で
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
イ
エ
ス
の
数
が
多
く
な
る
と
乾
燥
肌

の
サ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
こ
の
予
防
と
し
て
は
、
保
湿
ク
リ
ー
ム

を
塗
る
こ
と
と
、
栄
養
補
給
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
栄
養
の
専
門
家

と
し
て
、
食
べ
る
も
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、

角
層
の
水
分
量
と
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
に
は
関
連
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
が
多
い
人
ほ
ど
、
こ
う

し
た
患
者
さ
ん
は
少
な
い
で
す
ね
。

　

写
真
の
よ
う
に
、
表
面
が
白
く
乾
燥
し
て
い
る
皮
膚
も
、
十
分

な
た
ん
ぱ
く
質
を
補
給
し
ま
す
と
、
健
常
な
状
態
に
戻
り
ま
す
。

皮
膚
は
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
と
し
て
四
週
間
お
き
に
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
き
ち
ん
と
し
た
栄
養
管
理
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
運

動
︶
で
き
れ
い
な
状
態
に
戻
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
運
動
量
で

す
。
動
く
人
ほ
ど
乾
燥
肌
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
や
は
り
体
を
動
か
す
こ
と
が
肌
に
も
大
事
な
ん
で
す
。

食
べ
方
上
手
で
健
康
腸
寿

　

最
後
に
腸
管
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
腸
管
の
中
に
病
原
体

が
入
っ
て
き
ま
す
と
、
腸
管
の
上
皮
細
胞
の
免
疫
系
が
働
き
、
免

疫
細
胞
が
全
身
に
何
か
悪
い
病
原
体
が
入
っ
て
き
た
と
い
う
よ
う

な
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
ま
す
。
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
シ
グ
ナ
ル

を
出
し
や
す
い
腸
管
の
環
境
を
作
る
の
が
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は

腸
管
絨
毛
の
萎
縮
を
予
防
し
、
で
き
る
だ
け
広
げ
る
、
い
わ
ゆ
る

表
面
積
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
食
事
摂

取
す
る
栄
養
の
中
身
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
何
十
年
も
前
か
ら

研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
食
物
繊
維
、
オ
リ

ゴ
糖
、
乳
酸
菌
が
既
に
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
腸
内
細
菌
叢
は
食

べ
物
で
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
と
め
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
と
い
う
消
化
管
ホ
ル
モ

ン
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
誰
も
が
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
出
て
く
る
ホ
ル
モ
ン
な
の
で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を

味
方
に
つ
け
る
こ
と
。
腸
内
細
菌
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
食
物
繊

維
も
十
分
取
る
こ
と
。
こ
う
し
た
食
べ
方
上
手
で
健
康
腸
寿
、
長

寿
で
な
く
腸
寿
と
書
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
腸
管
を
味
方
に
つ
け
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
食
べ
る
順
番
、
野

菜
、
ま
た
は
た
ん
ぱ
く
質
︵
お
肉
な
ど
︶
を
食
べ
た
後
で
炭
水
化

物
を
食
べ
る
と
。
ま
た
、
若
々
し
い
皮
膚
の
た
め
、
美
し
く
あ
る

た
め
に
も
、
た
ん
ぱ
く
質
が
大
事
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
食
べ

る
だ
け
で
は
な
く
、
少
な
か
ら
ず
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
運
動
を

継
続
す
る
。
そ
し
て
貯
筋
、
お
金
も
大
事
で
す
が
、
筋
肉
を
貯
筋

す
る
こ
と
も
非
常
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
後
に
健
康
腸

寿
と
い
う
こ
と
で
話
を
終
わ
り
ま
す
。
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朝食 昼食 夕食

窪田、桑田ら 日本病態栄養学会 2019

骨格筋の変化量とたんぱく質摂取量
─糖尿病患者における検討─

（g） 肉・卵・乳加工品 魚・魚加工品 大豆製品

●レバー

(2串70g)

●さば

(1切れ70g)

●たら

(1切れ70g)

(1/2枚100g)

●若鶏もも肉

(1/2枚100g)

●鶏卵（全卵）

(1個60g)

●高野豆腐 ●納 豆

(1パック45g)

●牛乳

(1杯200g)

●ヨーグルト

(1個90g)

●削り節

(1パック2.5g)

●牛肉（赤身肉）

●チーズ

(1P20g)

●豚ロース肉

●木綿豆腐

(1P100g)

●油揚げ

(1枚20g)

(1枚100g)

(1枚100g)

●ウインナー

●ハム

(3本60g)

(2本20g)

●カレイ

(切り身80g)

15g

●若鶏むね肉

●鶏ささみ肉

●まぐろ（赤身）

(6切れ100g)

●紅 鮭

(1切れ80g)

●かつお

(6切れ100g)

●いわし

(1尾50g)

●うなぎ
(1串80g)

●厚揚げ

(1枚100g)

(1枚15g)

●いか ●たこ

(1/2杯50g) (50g)

●手羽先

(2本90g)

20g

10g

5g

(3本100g)

たんぱく質含有量

骨格筋量の維持にはたんぱく質摂取、 特に朝食時、 昼食時の
摂取が重要

*, p<0.05; **, p<0.01

Center for Metabolism & Clinical Nutrition                                               Kansai Electric Power Hospital

1ｹ月 2ｹ月

66歳 女性 脊髄損傷 角層水分量: 初回 25 AU → 2ヶ月目 37 AU
Ht:148.6cm ,  BW: 40.4 kg ,  1600 kcal , 75g Pro. 初回Alb： 3.9 g/dL → 4.6 g/dL
R2: 初回 0.71 → 2ヶ月目 0.76

1ｹ月 2ｹ月

77歳 男性 脳梗塞、右急性硬膜下血腫 角層水分量: 初回 37 AU → 2ヶ月目 43 AU
Ht:165.5cm ,  BW: 62.7 kg ,  1800 kcal , 80g Pro. 初回Alb： 3.5 g/dL → 3.6 g/dL
R2: 初回 0.52 → 2ヶ月目 0.59

真壁ら 日本病態栄養学会 2019

皮膚の拡大写真　例（非利き手前腕）

はり
低下
(0-4)

肌がティッシュペーパーのように薄くかさかさしている いいえ・はい
肌をつまむと容易に伸びる いいえ・はい
肌をつまんで離しても戻らない いいえ・はい
痛みやかゆみのない紫色のアザが繰り返しできる いいえ・はい

乾燥
(0-6)

肌の表面が白い粉をふいている いいえ・はい
肌の表面に小さい「フケ」のような薄皮がある いいえ・はい
肌は硬くないが、ふれるとチクチクしている いいえ・はい
肌が硬く、なでるとガサガサしている いいえ・はい
一部が赤くなっており、押すと消える いいえ・はい
こまかな網目のようなシワがある いいえ・はい

• はり低下4項目、乾燥6項目から高齢者のスキンフレイルをスク
リーニングする

• 看護職評価値の構成概念妥当性、併存妥当性は検証済み

・ はり低下 4 項目、乾燥 6 項目から高齢者のスキンフレイルを 
スクリーニングする

・ 看護職評価値の構成概念妥当性、併存妥当性は検証済み

飯坂真司、真田弘美、安部正敏、田中秀子．地域高齢者に対す
るスキンフレイルスクリーニングツールの開発と妥当性評価．

日本創傷オストミー失禁管理学会誌 (in press)

スキンフレイル（皮膚脆弱）の評価方法

Center for Metabolism & Clinical Nutrition Kansai Electric Power Hospital

＜ スキンｰテア の定義 ＞
摩擦・ずれによって、皮膚が裂けて生じる真皮深層までの
損傷（部分層損傷）をスキンｰテア（皮膚裂創）とする。

※日本創傷・オストミー・失禁管理学会 編：ベストプラクティス スキン・テアの予防と管理,別冊付録より

医療用テープの剥離時 介助時、手を強く握る

医療福祉機関ではスキン - テアが注目

▶�高齢化に伴いスキン-テアの発症が増加し、2018 年度の診療
報酬改定において、スキン-テアの評価項目が新設された

平成 27 年度 老人保健健康増進事業等補助金老人保健健康増進等
事業　口腔機能・栄養・運動・社会参加を総合化した複合型健康
増進プログラムを用いての新たな健康づくり市民サポーター養成
研修マニュアルの考案と検証（地域サロンを活用したモデル構築）
を目的とした研究事業（主任研究者 飯島 勝矢 先生）

「ふくらはぎ」の最も太い部分を両手の親指と人差し指で囲む

「ふくらはぎ」の最も太い部分を両手の親指と人差し指で囲む

サルコペニアのスクリーニング
～指輪っかテスト～

高低 サルコペニアの可能性

17 16

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



伊
神 

い
わ
ゆ
る
糖
質
制
限
食
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

小
田　

厳
し
い
糖
質
制
限
に
は
反
対
で
す
ね
。
糖
質
を
摂
ら
な
い

と
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
物
繊
維
は
糖

質
な
の
で
、
糖
質
を
摂
ら
な
い
と
、
食
物
繊
維
が
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
あ
と
、
糖
質
を
摂
ら
な
い
と
、
ほ
か
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
る

こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
ま
す
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
ま
す
。

矢
部　

一
日
当
た
り
食
物
繊
維
の
摂
取
目
標
量
は
男
性
二
〇
ｇ
、

女
性
は
一
八
ｇ
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
ど
の
世
代

も
不
足
し
て
い
ま
す
。
野
菜
を
三
五
〇
ｇ
食
べ
て
も
必
要
量
に
は

足
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
が
一
番
食
物
繊
維
を
摂
っ
て
い
る
の
は
、

ご
飯
か
ら
で
す
。
そ
の
ご
飯
の
消
費
量
が
減
る
こ
と
で
圧
倒
的
に

食
物
繊
維
の
摂
取
量
が
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
糖
質
制
限
な
ど
、

炭
水
化
物
が
悪
者
だ
と
い
う
よ
う
な
情
報
を
真
に
受
け
て
し
ま
い

ま
す
と
、
当
然
ご
飯
は
食
べ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
ま
す
ま
す
食
物
繊
維
を
摂
ら
な
い
風
潮
を
助
長
し
て
い
ま
す
。

糖
質
制
限
は
、
そ
も
そ
も
糖
尿
病
の
治
療
法
と
し
て
確
立
さ
れ
た

手
法
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
一
般
の
民
間
療
法
的
に
用
い
る

と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

伊
神 

真
壁
先
生
、
糖
質
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
実
際
の
治

療
と
し
て
の
使
わ
れ
方
、
あ
る
い
は
世
の
中
で
い
わ
れ
て
い
る
使

わ
れ
方
、
随
分
違
う
も
の
で
す
か
。

真
壁　

違
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
も
、
極

端
な
糖
質
制
限
は
ま
っ
た
く
推
奨
し
て
い
ま
せ
ん
。
継
続
可
能
と

い
う
食
事
内
容
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
糖
質
は
生
体
の
中
で

極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
約
五
〇
％

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
脳
は
糖
質
で
動
い
て
い
ま
す
し
、
赤

血
球
や
血
球
成
分
も
糖
質
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
逆
に
糖
質
を

全
く
取
ら
な
い
と
、
ケ
ト
ン
体
と
い
う
物
質
が
血
液
中
に
増
え
る

の
で
、
極
端
な
糖
質
制
限
は
栄
養
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
は
推
薦

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
神 

食
品
と
腸
内
環
境
の
関
係
で
、
面
白
い
研
究
が
あ
り
ま
し

た
ら
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

矢
部　

今
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
と
い
う
研
究
が
世
界
中
で
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
健
康
に
は
腸
内
細
菌
が
重
要
で
、
そ
れ

を
生
か
す
も
殺
す
も
、
餌
で
あ
る
食
物
繊
維
が
ど
れ
だ
け
供
給
さ

れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
餌
を
与
え
ら
れ
た

腸
内
細
菌
は
二
次
代
謝
産
物
で
あ
る
短
鎖
脂
肪
酸
を
作
り
出
し
ま

す
。
そ
れ
を
ヒ
ト
は
大
腸
か
ら
吸
収
し
、
血
流
に
乗
せ
て
全
身
を

め
ぐ
ら
せ
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
働
か
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
腸
内
細
菌
に
活
躍
の
場
を
広
げ
て
も
ら
っ
て
ヒ
ト
が
健

康
で
い
る
た
め
に
も
、
そ
の
餌
で
あ
る
食
物
繊
維
を
我
々
ヒ
ト
は

腸
に
供
給
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
世
界
中
の
研
究
者
に

よ
っ
て
わ
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

小
田　

炭
水
化
物
は
、
化
学
式
で
書
く
と
炭
素
に
水
が
つ
い
て
い

る
か
ら
炭
水
化
物
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
間

違
い
だ
と
い
う
こ
と
で
、
糖
質
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
糖
質
と
な
る
と
、
甘
い
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
若
干
誤

解
を
招
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
糖

類
、
単
糖
類
な
ど
の
区
別
で
ご
理
解
い
た
だ
く
と
い
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
砂
糖
の
取
り
す
ぎ
は
脂
肪
肝
、
高
中
性
脂
肪
血
症

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
研
究
中
で
す
が
、
ど
う
も

大
量
に
砂
糖
を
取
る
と
小
腸
で
の
吸
収
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
て

大
腸
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

腸
内
細
菌
叢
が
変
わ
り
、
そ
れ
が
間
接
的
に
肝
臓
に
悪
さ
を
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
砂
糖
の
毒

性
で
、
腸
内
細
菌
を
介
し
て
肝
臓
に
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
新
し
い
事
実
と
し
て
教
科
書
は
書

き
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

真
壁　

二
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
一
つ
は
プ
リ
ン
体
と
高
尿
酸
血
症

の
関
係
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
踊
ら
さ
れ
て
し
ま
う
現
状
が

あ
り
ま
す
が
、
プ
リ
ン
体
を
た
く
さ
ん
摂
っ
た
か
ら
必
ず
し
も
高

尿
酸
血
症
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尿
酸
値
が
上
昇
し
た

場
合
に
は
、
プ
リ
ン
体
の
摂
取
量
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

量
が
オ
ー
バ
ー
し
て
い
な
い
か
の
評
価
が
必
要
で
す
。
過
剰
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
摂
取
に
伴
い
肝
臓
で
の
プ
リ
ン
体
産
生
が
亢
進
し
、
そ

の
結
果
、
摂
取
し
た
プ
リ
ン
体
よ
り
も
よ
り
大
き
い
影
響
を
受
け

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
も
の
を
摂
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま

反
映
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
は
食
物
繊
維
で

す
。
お
な
か
の
中
に
い
る
腸
内
細
菌
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
理
作
用

と
関
連
し
て
い
ま
す
。
近
年
に
な
り
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と

か
シ
ン
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
や
乳
酸
菌
な
ど
有
用
な
細
菌
を
直
接
摂

取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
と
い
う
学
問
も
発

達
し
て
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
の
種
類
を
摂
る
こ
と

で
す
。
四
〇
兆
個
、
一
〇
〇
〇
種
類
以
上
の
腸
内
細
菌
叢
が
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
腸
内
細
菌
叢
ご
と
で
好
ん
で
食
べ
る
餌

が
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
食
品
を
取
る
こ
と
は
す

ご
く
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

伊
神 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
結
論
の
一
つ
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
神 

み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
か
た
ち
で
進
め
ま

す
。
ま
ず
、
主
治
医
に
す
す
め
ら
れ
、
朝
食
を
果
物
だ
け
に
し
て

い
る
ち
ょ
っ
と
肥
満
の
友
人
が
い
ま
す
。
朝
食
に
な
る
ん
で
し
ょ

う
か
。

小
田　

医
者
で
は
な
い
の
で
、
コ
メ
ン
ト
し
に
く
い
で
す
が
、
果

物
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
果
糖
が
入
っ
て
い
ま
す
。
果
糖
は
ブ
ド

ウ
糖
と
随
分
代
謝
が
違
う
の
で
摂
り
過
ぎ
る
と
代
謝
が
悪
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

真
壁　

筋
肉
か
ら
考
え
ま
す
と
、
理
に
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
朝
に
多
く
の
果
物
を
取
る
習
慣
が
あ
り

ま
す
が
、
非
常
に
肥
満
が
増
え
て
い
ま
す
。
果
物
は
必
要
な
も
の

で
す
が
、
取
り
過
ぎ
る
と
脂
肪
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
や
す

い
で
す
ね
。

伊
神 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
方
は
主
治
医
か

ら
の
す
す
め
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
何
か
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
は
腸
管
免
疫
と
の
関
係
で
す
が
、
Ⅰ
ｇ
Ａ
抗
体
な
ど
の
働
き

が
証
明
さ
れ
れ
ば
医
薬
品
で
な
く
て
、
食
事
で
免
疫
機
能
を
上
げ

る
、
そ
ん
な
研
究
を
非
常
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

矢
部　

疾
患
の
治
療
と
い
う
役
割
を
食
事
に
期
待
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
食
べ
物
に
よ
っ
て
疾
患
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
う
役
割
で
あ
れ
ば
。
ど
う
い
う
食
べ
物
が
疾
患
を

予
防
す
る
の
か
を
研
究
す
る
こ
と
に
こ
そ
わ
れ
わ
れ
医
者
で
な
い

者
が
貢
献
で
き
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
神 

時
間
栄
養
学
で
、
夜
勤
の
人
た
ち
が
病
気
に
な
り
や
す
い

と
い
う
話
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
夜
勤
の
方
た
ち
が
健
康
を
守
る

た
め
に
、
栄
養
面
か
ら
注
意
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

小
田　

夜
勤
を
す
る
方
々
、
看
護
士
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
は
食
事
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
他
の
論
文
か
ら
の
推
測
で
す
が
、
脂
質
代
謝
が
お
か
し
く
な

る
傾
向
が
あ
る
の
で
食
物
繊
維
を
増
や
す
こ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
量
に
摂
ら
な
い
な
ど
の
指
導
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
あ
る
会

社
で
は
、
夜
勤
や
三
交
代
を
し
て
い
る
従
業
員
に
は
申
し
訳
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
豪
華
な
食
事
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
れ
は
や
め
て
、
と
い
う
話
は
し
て
い
ま
す
。

伊
神 

真
壁
先
生
、
看
護
師
の
方
々
は
ど
う
で
す
か
。

真
壁　

下
痢
と
便
秘
を
繰
り
返
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
相

談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
オ
リ
ゴ
糖
を
摂
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
定
の
改
善
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
を
食
べ

れ
ば
体
内
時
計
が
調
整
で
き
る
か
ま
で
は
踏
み
込
め
て
い
ま
せ
ん
。

伊
神 

高
齢
者
で
中
性
脂
肪
が
高
い
方
は
、
七
〇
ｇ
を
お
肉
で
摂

取
す
る
場
合
、
気
を
つ
け
る
点
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

真
壁　

脂
肪
分
を
摂
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
直
接
的
に
中
性

脂
肪
に
な
る
の
で
は
な
く
、
多
く
は
お
肉
と
一
緒
に
食
べ
る
食
事
内

容
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
過
剰
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
一
日
の
ト
ー
タ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、
分
か
り
易
く
言
え
ば
カ

ロ
リ
ー
を
守
る
中
で
た
ん
ぱ
く
質
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

お
肉
で
も
脂
肪
分
の
少
な
い
鶏
肉
も
あ
り
ま
す
。
お
肉
は
大
事
で

す
し
楽
し
み
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
夕
食
が
お
肉
で
あ
れ
ば
、
昼

食
の
内
容
と
し
て
魚
や
豆
腐
な
ど
お
肉
以
外
を
心
が
け
る
な
ど
、

一
日
の
ト
ー
タ
ル
で
摂
取
す
る
食
品
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
神 

床
ず
れ
、
褥
瘡
（
じ
ょ
く
そ
う
）
の
方
は
、
た
ん
ぱ
く
質

量
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
改
善
さ
れ
た
の
か
と
い
う
質
問
で
す
。

真
壁　

日
本
褥
瘡
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
体
重
一
ｋ
ｇ
当
た

り
一
・
五
ｇ
ぐ
ら
い
が
入
る
と
早
く
治
り
や
す
い
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
結
構
な
量
で
す
が
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
た
ん
ぱ
く
質
が
あ
っ

た
ほ
う
が
大
き
い
褥
瘡
ほ
ど
早
く
治
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
小
さ
い
褥
瘡
の
場
合
は
、
通
常
の
食
事
量
。
例
え

ば
体
重
一
ｋ
ｇ
当
た
り
一
・
二
ｇ
で
十
分
だ
と
い
う
こ
と
も
論
文

と
し
て
出
て
い
ま
す
。

伊
神 

冬
場
の
皮
膚
の
乾
燥
な
ど
、
皮
膚
乾
燥
の
防
止
に
は
ど
れ

ぐ
ら
い
摂
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

真
壁　

現
在
、
研
究
中
で
す
が
、
体
重
当
た
り
一
・
二
ｇ
以
上
の

た
ん
ぱ
く
質
で
改
善
し
て
い
る
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

伊
神 

ご
飯
を
白
米
か
ら
玄
米
に
変
え
た
と
き
に
血
糖
値
に
ど
れ

ぐ
ら
い
の
影
響
が
あ
り
ま
す
か
と
い
う
質
問
で
す
。

真
壁　

個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
均
的
に
捉
え
る
と
玄
米
の

ほ
う
が
血
糖
値
の
上
昇
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
地
中
海
食
の
中

で
全
粒
粉
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
繊
維
の
含
ま
れ
た
も
の
は
よ

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
ぐ
ら
い
抑
え
る
の
か
は
非
常
に

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

総
合
討
論
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今
回
は
、
著
名
な
脳
神
経
外
科
医
で
あ
る
菊
池
晴
彦
先
生
を
神

戸
市
民
病
院
機
構
名
誉
理
事
長
室
に
訪
ね
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
（
顕
微
鏡
を
使
っ
て

行
う
手
術
）
を
学
び
、
帰
国
後
日
本
の
脳
神
経
外
科
の
歴
史
に
お

い
て
初
め
て
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
手
技
を
行
い
、
こ
の
革

新
的
技
術
は
日
本
の
医
学
界
に
大
き
な
波
紋
を
呼
び
ま
し
た
。

　

全
国
の
脳
神
経
外
科
へ
の
導
入
・
普
及
に
も
尽
力
さ
れ
た
背
景

や
、
先
生
の
生
き
ざ
ま
に
迫
り
ま
す
。

ご
専
門
の
脳
神
経
外
科
、
ど
う
い
っ
た
学
問
で
し
ょ
う
か
。

菊
池	

脳
と
脊
髄
、
抹
消
神
経
も
含
め
た
神
経
系
の
病
気
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
臓
器
と
違
い
、
人
間
そ
の
も
の
の
本
体

を
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
か
壊
れ
る
と
社
会
的
に
自
立
で
き

な
い
人
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
治
す
こ
と
を
魅
力
的
に
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
私
が
入
っ
た
頃
は
、
技
術
が
伴
っ
て
お
ら
ず
、

手
術
の
成
功
率
が
か
な
り
厳
し
い
時
期
で
し
た
。

脳
神
経
外
科
に
関
心
を
持
た
れ
た
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

代
々
医
者
の
家
で
、
父
親
と
は
違
う
専
門
を
志
す

菊
池	

代
々
医
者
の
家
で
、
父
親
も
お
じ
い
さ
ん
も
内
科
医
で
、

お
じ
さ
ん
に
も
医
者
が
何
人
か
い
ま
し
た
。
女
三
人
と
私
の
四
人

き
ょ
う
だ
い
だ
っ
た
の
で
、
医
者
に
な
ら
な
い
と
周
り
が
収
ま
ら

な
い
と
小
さ
い
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
内
科
医
だ
け

に
は
な
ら
な
い
と
、
さ
さ
や
か
な
反
抗
で
す
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
生
の
と
き
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
戦
争
が
終
わ
り
ま
し

た
。
京
大
の
血
液
内
科
の
教
授
を
し
て
い
た
父
親
は
、
調
査
班
の

班
長
と
し
て
、
終
戦
か
ら
二
週
後
に
は
広
島
に
入
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
現
地
で
は
、
悲
惨
な
状
況
の
中
で
治
療
と
調
査
を
や
っ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
大
雨
に
よ
る
山
津
波
で
本
拠
地
に
し
て
い
た

大
野
陸
軍
病
院
が
崩
壊
し
、
調
査
隊
十
一
名
が
亡
く
な
る
と
い
う

痛
ま
し
い
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
父
親
は
、
た
ま
た
ま
内
科
の

追
試
験
を
す
る
当
番
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
京
都
に
戻
っ
て
い
て

無
事
で
し
た
が
、
父
親
の
交
代
で
参
加
し
て
い
た
真
下
と
い
う
循

環
器
内
科
の
先
生
、
そ
れ
か
ら
父
親
の
教
室
の
助
教
授
の
方
、
講

師
の
方
、
大
学
院
生
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
父
親
は
自
分
だ
け
が

生
き
残
り
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
毎

年
慰
霊
祭
を
一
人
で
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
自
分
で
寄
付

を
集
め
、
二
〇
年
後
に
よ
う
や
く
記
念
碑
を
建
て
ま
し
た
。
京
大

の
建
築
の
教
授
に
、
設
計
料
を
ま
け
て
も
ら
っ
た
話
な
ど
を
横
で

聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
父
親
に
対
す
る
反
抗
心
も
な
く
な
り
、

大
人
に
な
っ
た
ら
手
伝
わ
ん
と
い
か
ん
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
出
来
事
で
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

欧
米
の
臨
床
に
学
ぶ
も
の
は 

　
　
　
　
　
何
も
な
い
と
言
わ
れ
た
が

菊
池	

一
九
三
〇
年
代
か
ら
眼
科
、
耳
鼻
科
は
手
術
で
顕
微
鏡
を

使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
術
野
︵
手
術
で
見
え
る
範
囲
︶

が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
て
、
一
旦
、
顕
微
鏡
を
設
置
す
る
と
そ
の

ま
ま
で
や
れ
ま
す
が
、
脳
神
経
外
科
は
手
術
の
進
行
に
あ
わ
せ
て

顕
微
鏡
の
角
度
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
だ
こ
の
頃
そ
ん
な
顕

微
鏡
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
、
脳
や
細
か
い
神
経
の
仕
事
を

し
ま
す
の
で
、
次
は
脳
外
科
で
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
で
も
海
外
で
も
関
心
を
持
つ
医
者
は
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
使
い
こ
な
せ
な
い
と
い
う
か
、
専
門
の
機
械
を
作
ら
な

い
と
顕
微
鏡
の
可
動
性
が
悪
く
、
肉
眼
で
や
っ
て
た
と
き
と
同
じ

よ
う
な
シ
ャ
ー
プ
さ
に
欠
け
る
鈍
的
な
運
び
に
な
る
の
で
出
血
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
結
局
、
肉
眼
手
術
に
な
る
。
見
え
る
と
い

う
だ
け
で
は
だ
め
な
ん
で
す
、
医
者
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
れ
を
支
え
る
機
材
も
進
化
を
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

　

当
時
は
大
学
院
が
終
わ
る
と
臨
床
の
医
者
は
皆
二
年
く
ら
い
見

学
と
い
う
か
研
究
の
た
め
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が

多
く
、
帰
国
し
た
ら
助
手
に
な
る
。
そ
の
間
、
語
学
を
学
び
、
英

語
の
論
文
を
一
つ
二
つ
書
き
上
げ
、
そ
れ
か
ら
世
界
を
見
る
の
が

ル
ー
テ
ィ
ン
の
流
れ
で
し
た
。

　

私
が
医
者
に
な
っ
て
か
ら
一
年
目
に
一
六
人
も
の
患
者
が
手
術

後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
難
し
い
手
術
で
す
が
、
世
界
は

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
、
も
っ
と
治
っ
て
る
国
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
外
国
へ
行
く
の
は

見
学
で
は
な
く
臨
床
で
、
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
臨
床
を
習

お
う
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
は
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
Ｅ
︵
米
国
医

師
資
格
試
験
︶
と
い
う
ラ
イ
セ
ン
ス
が
要
り
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
日
本
の
医
師
免
許
で
行
け
ま
す
の
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
行
こ

う
と
思
い
、
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
︵
旧
称
ド
イ
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
︶
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
教
室
主
任
教
授
は
欧
米
の
臨
床
に
学
ぶ
も
の
は
何

も
な
い
、
も
う
追
い
つ
い
て
お
る
と
お
っ
し
ゃ
り
、
賛
成
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
自
分
の
目
で
見
る
ま
で
は
、
わ
か
ら
ん
ぞ

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
当
時
、
術
後
の
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が

再
開
頭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
結
局
、
出
血
が
止
ま
っ
て
な
い
か

ら
再
開
頭
す
る
こ
と
に
な
る
、
だ
か
ら
外
国
は
ど
う
し
て
る
ん
だ

と
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
お
ら
れ
た
半
田
助
教
授

︵
当
時
︶
か
ら
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
で
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
を
脳
外
科
で
も
や
り
始
め
る
と
い
う
こ
と
と
、
臨
床
好
き
で

辛
抱
強
い
医
者
を
探
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
ま
し
た
。
す
ぐ

さ
ま
手
を
挙
げ
た
ら
、
た
ま
た
ま
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
ん
で

す
。
助
手
で
行
き
ま
し
た
か
ら
現
地
の
助
手
と
同
じ
よ
う
に
当
直

ノ
ル
マ
な
ど
が
あ
り
大
変
で
し
た
が
、
あ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
大

変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
室
主
任
教
授
が
賛
成
し
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
京
大
へ
は
帰
ら
な
い
と
覚
悟
を
決
め
て
の
出
発
で

し
た
。

脳
外
科
の
手
術
が
全
て
変
わ
る
と
い
う
予
感

　

実
習
で
は
、
ネ
ズ
ミ
の
頸
動
脈
を
つ
な
ぐ
練
習
を
す
る
ん
で

す
。
写
真
は
一
ミ
リ
の
メ
モ
リ
で
す
ね
。
二
年
目
の
秋
に
は
欧
米

の
若
者
が
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
来
ま
し
た
。
私
の
先
生
で
あ
る
助
教

脳神経外科医 菊
きく

池
ち

 晴
はる

彦
ひこ

 

医
師
は
自
分
自
身
の
た
め
で
は
な
く
、

　
　
　
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
あ
る

手術用顕微鏡
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授
の
ヤ
シ
ャ
ル
ギ
ル
が
、
顕
微
鏡
の
可
動
性
を
高
め
た
機
械
を
作

り
だ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
徹
底
的
に
組
織
的
に
練
習
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
脳
外
科
の
手
術
が
全
部
変
わ
る
、
大
部
分
の
手
術
が

成
功
す
る
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
は
大
学
紛
争
、
青
医
連
運
動
︵
無
給
の
イ
ン
タ
ー

ン
制
度
へ
の
反
対
運
動
︶
の
真
っ
最
中
で
、
京
大
で
は
重
要
な
学

会
も
開
催
で
き
な
い
状
況
で
す
。
ま
ず
い
、
こ
れ
で
は
遅
れ
て
し

ま
う
と
思
い
、
と
に
か
く
帰
国
し
ま
し
た
。
紛
争
中
で
す
か
ら
、

目
覚
め
て
お
ら
ん
や
つ
は
仲
間
に
入
れ
て
や
ら
ん
と
言
わ
れ
、
働

け
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
、
縁
あ
っ
て
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院

に
序
列
だ
と
四
番
目
で
す
ね
、
一
介
の
医
局
員
と
し
て
雇
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
せ
四
番
目
な
ん
で
、
自
分
が

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
り
、
機
械
を
借
り
た
り
と
い
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
病
院
に
来
ら
れ
る
先
生
一
人
ず
つ
に
ネ
ズ
ミ
で
練
習
し

て
も
ら
い
、
僕
が
担
当
す
る
手
術
は
必
ず
見
て
も
ら
う
な
ど
、

細
々
と
技
術
を
広
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
年
半
経
っ
た
頃
、
元
京
大
教
授
で
北
野
病
院
の
院
長
を
さ
れ

て
い
た
荒
木
先
生
か
ら
、
医
局
員
な
が
ら
奮
闘
す
る
教
え
子
の
姿

を
見
か
ね
た
の
か
、
脳
外
科
の
部
長
で
こ
い
と
お
誘
い
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
三
八
歳
で
す
し
、
北
野
病
院
は
京
都
大
学
の
中
の
一

番
の
関
連
病
院
だ
っ
た
の
で
、
大
学
を
辞
め
て
出
て
い
き
、
し
か

も
若
い
、
そ
ん
な
の
部
長
に
し
た
ら
教
室
は
人
を
送
ら
ん
ぞ
と
言

わ
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
し
か
し
院
長
か
ら
、
俺
は
お
ま
え
さ
え

よ
か
っ
た
ら
指
名
し
よ
う
と
思
っ
て
る
、
ど
う
だ
と
。
望
む
と
こ

ろ
で
す
、
日
本
中
の
若
者
を
相
手
に
や
り
ま
す
と
応
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
貧
乏
病
院
で
し
た

が
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
日
本
中
か
ら
若
い
医
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
〇
く
ら
い
の
大
学
か
ら
で
す
か
ら
混
成
チ
ー
ム
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
育
っ
た
味
噌
汁
の
味
が
違
う
の
を
混
ぜ
る
と
、
か
な
り
相
乗
効

果
と
い
う
か
、
い
い
チ
ー
ム
が
で
き
る
と
い
う
の
を
経
験
し
た
ん

で
す
ね
。
そ
の
感
覚
は
、
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
︵
当
時
︶
の

部
長
や
総
長
に
な
っ
た
と
き
も
、
母
校
だ
け
で
な
く
っ
て
日
本
中

か
ら
公
募
を
し
て
医
者
を
集
め
る
、
い
い
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
ま
す
ね
。

「
本
来
、
人
の
頭
は
人
が
開
け
る
も
ん
と
違
う
。 

や
む
を
得
ず
開
け
る
と
き
、
十
分
に
そ
の
修
練
を

積
ん
だ
者
だ
け
に
神
様
は
横
を
向
い
て
く
れ
る
」

　

こ
れ
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
の
と
き
の
私
の
ボ
ス
、
ク
ラ
イ

エ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
言
葉
で
す
。
手
術
前
の
手
を
洗
っ
て
る
と
き
に

言
わ
れ
ま
し
た
。
謙
虚
な
気
持
ち
で
や
ら
ん
と
い
か
ん
と
、
こ
れ

は
そ
の
後
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
り
ま
し
た
ね
。
マ
イ
ク
ロ
サ
ー

ジ
ャ
リ
ー
を
や
れ
と
言
っ
た
ク
ラ
イ
エ
ン
ビ
ュ
ー
ル
先
生
は
、
肉

眼
で
の
手
術
が
非
常
に
う
ま
い
方
で
し
た
が
、
自
分
の
特
技
よ
り

医
学
の
進
歩
が
優
先
と
い
う
考
え
で
、
大
変
立
派
な
方
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ヤ
シ
ャ
ル
ギ
ル
助
教
授
と
の
手
術
の
写
真
は
、
私
が
横
で
手

伝
っ
て
い
ま
す
が
、
左
手
は
脳
ベ
ラ
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
脳

の
隙
間
か
ら
入
れ
て
、
手
術
が
終
わ
る
ま
で
数
時
間
、
そ
の
ま
ま

の
態
勢
で
す
。
先
生
か
ら
は
、
仏
陀
の
よ
う
に
動
か
ん
と
気
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
は
右
手

の
ほ
う
が
大
事
で
、
吸
引
チ
ュ
ー
ブ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な

モ
ニ
タ
ー
を
見
て
チ
ュ
ー
ブ
の
圧
力
を
調
節
し
、
血
液
や
水
は
吸

う
よ
う
に
、
脳
や
神
経
は
吸
わ
ん
よ
う
に
と
い
う
の
が
私
の
責
任

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
一
時
も
緩
ん
で
い
ら
れ
な
い
。
完
全
に
彼
と

同
じ
だ
け
集
中
し
て
、
彼
の
や
る
プ
ラ
ン
と
か
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

︵
手
術
計
画
︶
と
か
、
小
さ
な
手
順
が
頭
に
入
っ
て
い
て
、
押
さ

え
ろ
と
言
わ
れ
て
か
ら
で
は
遅
い
、
彼
が
ど
う
す
る
か
先
を
読
ま

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
大
変
厄
介
な
仕
事

で
、
好
ん
で
や
ろ
う
と
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
私
は
そ

れ
を
見
て
い
た
お
か
げ
で
彼
の
手
術
計
画
か
ら
手
順
を
全
部
手
に

入
れ
ま
し
た
か
ら
、
自
分
が
や
り
だ
す
時
に
迷
っ
た
こ
と
が
な
い

ん
で
す
。
だ
か
ら
大
変
い
い
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま

す
。
一
九
六
九
年
の
秋
に
、
私
が
翌
年
に
は
日
本
へ
帰
る
と
言
い

だ
し
た
時
に
、
私
の
左
手
に
代
わ
る＂

ス
ー
パ
ー
キ
ク
チ〟

と
い

う
名
前
の
ヘ
ラ
の
固
定
機
を
彼
が
発
明
し
た
ん
で
す
︵
図
︶。
こ

れ
の
ほ
う
が
世
界
で
有
名
な
ん
で
す
け
ど
、
本
当
は
私
の
右
手
の

ほ
う
が
彼
の
た
め
に
は
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の 

脳
外
科
の
セ
ミ
ナ
ー

　

七
〇
年
の
秋
、
順
天
堂
大
学
の
教
授
、
私
の
師
匠
で
あ
る
石
井

先
生
か
ら
、
せ
っ
か
く
い
い
勉
強
を
し
て
き
た
の
だ
か
ら
順
天
堂

で
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
を
や
れ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
初
で
す
。
ヤ
シ
ャ
ル
ギ
ル
先
生
に
も
来
日
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翌
七
一
年
に
は
、
世
界
で
初
め
て
シ
ン
シ

ナ
テ
ィ
で
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、

日
本
か
ら
一
人
だ
け
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
辺
を
契
機
に
広
が
っ

て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
世
界
中
の
脳
外
科
の
患
者
さ
ん

の
手
術
成
績
は
抜
群
に
よ
く
な
っ
て
、
脳
外
科
が
信
頼
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
父
親
は
内
科
医
で
、
一
番
嫌
い
な
科
は
脳
外
科
だ
、
脳
腫

瘍
と
診
断
し
て
も
手
術
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
皆
、
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
大
学
院
を
受
け
る
時

に
父
は
内
科
の
教
授
の
最
後
の
年
で
し
た
。
何
科
を
受
け
る
の
か

と
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
よ
う
聞
か
ん
の
で
す
ね
。
一
方
、
こ
っ

ち
は
言
う
て
や
ら
ん
の
で
す
。
教
授
会
に
出
て
、
私
が
脳
外
科
に

入
っ
て
る
こ
と
を
知
っ
て
、
何
で
あ
そ
こ
を
選
ん
だ
と
そ
の
日

帰
っ
て
き
て
言
い
ま
し
た
ん
で
、
今
は
お
や
じ
さ
ん
が
思
っ
て
い

る
よ
う
に
内
科
の
医
者
に
信
用
さ
れ
て
な
い
、
患
者
の
家
族
か
ら

も
信
用
さ
れ
て
い
な
い
、
だ
か
ら
信
用
さ
れ
る
脳
外
科
に
す
る
ん

だ
と
、
啖
呵
を
切
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
で
そ
れ
が
実
現
し
て
、
そ
れ
を
父
は
見
て
く
れ
て
か
ら
亡
く

な
り
ま
し
た
ん
で
、
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
師
は
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
信
念
に
ふ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
今
日
の
医
療
界
全
体
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

名
医
は
三
代
に
し
て
成
る

菊
池	

私
は
三
代
目
な
ん
で
、
何
と
な
く
お
じ
い
さ
ん
の
話
や
父

親
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を
見
て
ま
し
た
ん
で
、
医
者
は
人
に
尽
く
す

と
い
い
ま
す
か
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
の
仕
事
で
自
分
の
家
族

の
幸
せ
は
二
の
次
に
す
る
も
ん
だ
と
自
然
に
思
っ
て
ま
し
た
。
数

学
の
偉
い
先
生
、
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
広
中
平
祐
氏
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
名
家
、
資
産
家
は
三
代
に
し
て
つ
ぶ
れ
、

名
医
は
三
代
に
し
て
成
る
と
。
何
故
か
と
い
う
と
、
世
の
た
め
、

人
の
た
め
と
い
う
信
念
が
入
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で

す
。
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
教
え
た
時
に
び
っ
く
り
し
た
の

は
、
教
え
た
医
師
の
中
に
、
自
分
に
だ
け
教
え
て
し
ば
ら
く
広
げ

る
の
を
待
っ
て
く
れ
と
い
う
者
が
お
っ
た
ん
で
す
。
あ
な
た
は
何

の
た
め
に
医
者
に
な
っ
た
の
か
と
。
そ
れ
が
茶
わ
ん
を
焼
く
と

か
、
漆
器
を
作
る
と
か
い
う
技
術
者
な
ら
父
子
相
伝
、
門
外
不
出

で
い
い
と
思
う
け
ど
、
医
療
は
一
人
で
も
協
力
す
る
人
を
広
げ

て
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う

い
う
自
分
の
た
め
の
医
療
を
し
た
ら
い
か
ん
と
い
う
話
を
し
た
経

験
も
あ
り
ま
す
。
人
の
頭
は
本
当
は
開
け
た
ら
い
か
ん
の
や
ぞ

と
、
十
分
な
修
練
を
積
ん
だ
者
に
の
み
神
様
が
横
を
向
い
て
い
て

く
れ
る
と
い
う
、
謙
虚
さ
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
教
え
が
、
そ
う

い
う
経
験
の
中
で
、
ど
ん
ど
ん
私
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
は
医
学
部
の
入
試
が
難
し
く
な
り
、
特
に
偏
差
値
の
高
い

人
が
、
東
京
大
学
の
理
Ⅲ
や
京
都
大
学
の
医
学
部
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
か
ら
医
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で

は
な
く
、
受
験
勉
強
を
し
て
る
う
ち
に
、
頭
が
い
い
か
ら
偏
差
値

ネズミの頸動脈をつなぐ練習

練習は裏切らない

ヤシャルギル教授の助手をつとめる

スーパー  キクチ
Selfretaining retractor

 (Aesculap, Tuttlingen, Germany)

来日されたヤシャルギル教授の指導風景
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ま
る
糊
の
よ
う
な
も
の
を
カ
テ
ー
テ
ル
で
入
れ
て
、
奇
形
の
血
管

を
塞
ぐ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
ね
。
私
も
京
大
に
教
授
で
帰
っ

た
時
に
は
血
管
障
害
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
手
術
で
で
き
な
い
こ

と
を
解
決
す
る
の
は
こ
の
治
療
だ
と
思
い
、
そ
の
新
し
い
技
術
を

育
て
よ
う
と
し
た
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
私
が
教
え
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で
教
授
に

な
っ
た
連
中
が
そ
の
頃
の
脳
外
科
の
主
力
で
、
彼
ら
は
そ
の
技
術

を
押
さ
え
込
み
に
か
か
っ
た
ん
で
す
。
自
分
た
ち
の
特
技
が
活
か

せ
な
い
、
手
術
の
症
例
が
奪
わ
れ
る
と
考
え
、
大
半
の
教
授
が
反

対
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
脳
血
管
内
治
療
学
会
の
立
ち
上
げ
も
、

そ
の
専
門
医
制
度
を
作
る
の
も
、
非
常
に
困
難
で
し
た
。

　

何
の
た
め
に
医
者
に
な
っ
た
の
か
。
特
技
を
持
っ
て
尽
く
す
の

は
い
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
新
し
い
医
療
が
、
患
者
さ
ん

の
負
担
の
少
な
い
医
療
で
あ
る
な
ら
、
固
執
し
な
い
で
譲
る
と
い

う
気
持
ち
で
メ
ス
を
置
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ
と
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
医
療
だ
け
で
は
な
い
で
す
ね
。
自
分
の
特

技
が
要
ら
な
く
な
る
時
に
は
、
未
練
を
持
た
な
い
で
新
た
な
進
歩

を
育
て
る
よ
う
に
し
な
き
ゃ
い
か
ん
と
、
若
い
人
に
は
言
っ
て
ま

す
。
そ
う
し
て
立
ち
上
が
っ
た
血
管
内
治
療
の
学
会
は
、
教
授
全

員
が
努
力
を
し
て
く
れ
た
の
で
早
く
広
ま
り
ま
し
た
ね
。
や
は

り
、
医
者
は
自
分
の
た
め
に
だ
け
生
き
て
い
た
ら
い
け
な
い
。

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
、
現
在
ど
う
い
う
状
況
で
す
か
。

菊
池	

現
在
で
も
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
脳
外
科
手
術
の

基
本
で
す
。
若
い
人
の
技
術
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
患
者
さ
ん
の
た

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
の
脳
外
科
で
は
外
科
手
術

の
限
界
を
感
じ
て
、
血
管
内
治
療
を
取
り
入
れ
た
の
で
、
外
科
手

術
も
血
管
内
治
療
も
両
方
で
き
る
二
刀
流
の
若
い
医
者
が
育
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
適
切
な
方
法
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
心
臓
外
科
で
は
心
臓
の
血
管
内
治

療
を
外
科
手
術
の
競
争
相
手
と
考
え
て
循
環
器
内
科
へ
押
し
や
っ

た
、
そ
れ
か
ら
消
化
器
外
科
で
も
、
例
え
ば
、
お
な
か
に
穴
を
開

け
て
中
へ
入
れ
る
内
視
鏡
は
す
る
け
れ
ど
、
口
と
か
肛
門
か
ら
消

化
管
へ
入
れ
る
内
視
鏡
は
競
争
相
手
だ
と
い
っ
て
内
科
へ
押
し

や
っ
た
。
け
れ
ど
、
ど
ち
ら
も
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な
い
新
し

い
医
療
が
発
達
し
た
ん
で
す
。
脳
外
科
だ
け
は
二
刀
流
で
両
方
に

し
ま
し
た
か
ら
、
い
ま
だ
隆
盛
で
患
者
さ
ん
の
病
気
に
よ
っ
て
手

術
し
た
り
、
血
管
内
治
療
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
両
方
組
合
わ
せ

て
治
療
し
た
り
で
き
ま
す
。
脳
外
科
は
う
ま
く
や
っ
た
な
っ
て
言

わ
れ
ま
す
け
ど
、
う
ま
く
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、﹁
医
者
は
自

分
自
身
の
た
め
で
は
な
く
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
あ
る
﹂
と

言
い
返
し
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
︵
笑
︶。

 

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
﹀

こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
お
話
を
す
る
機
会
が
な
く
、
大
変
貴
重
な

時
間
を
い
た
だ
い
た
。
話
を
伺
う
に
し
た
が
っ
て
改
め
て
そ
の
業

績
の
大
き
さ
と
、
揺
る
ぎ
な
い
志
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
名
医
は

三
代
に
し
て
成
る
と
い
う
言
い
方
に
倣
え
ば
、
医
者
の
家
系
と
い

う
歴
史
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
感
性
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。
脳

神
経
外
科
と
い
う
領
域
に
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
導
入
・
展

開
さ
れ
る
過
程
は
、
決
し
て
容
易
な
道
で
は
な
か
っ
た
が
、
医
師

は
自
分
自
身
の
た
め
で
は
な
く
、
人
の
た
め
、
世
の
た
め
に
あ
る

と
い
う
信
念
で
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
よ
う
に
想
像
す
る
。
そ
れ

は
、
外
科
は
進
歩
し
て
い
く
医
療
で
守
備
範
囲
が
狭
く
な
り
、
な

く
な
る
の
が
理
想
と
喝
破
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
も
同
様
な
思
い
を
感

じ
る
。

�

聴
き
手
　
畠
中
宗
一
〈
関
西
福
祉
科
学
大
学
教
授
〉

が
高
く
な
っ
て
、
親
や
教
師
に
こ
の
偏
差
値
な
ら
医
者
に
な
っ
た

ら
ど
う
だ
と
言
わ
れ
て
な
っ
た
医
者
が
、
増
え
て
き
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
医
者
は
初
め
か
ら
偉
い
も
の
で
、
自
分
が
幸
せ
に
な
れ

る
、
金
持
ち
に
な
れ
る
な
ん
て
こ
と
を
思
っ
て
い
る
医
者
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

医
学
部
長
の
時
に
は
、
一
年
生
の
始
め
に
講
義
の
時
間
を
も
ら

い
、
国
立
大
学
に
入
っ
た
君
ら
が
医
者
に
な
る
の
に
一
人
に
一
億

円
ほ
ど
、
国
民
の
税
金
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
。
自
分
の
努
力
だ
け
で
偉
く
な
っ
た
と
思
い
あ
が
ら
ず
、
卒
業

し
た
ら
ま
ず
そ
れ
を
お
返
し
せ
な
い
か
ん
、
医
者
は
世
の
た
め
、

人
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
話
を
一
生
懸
命
す
る
ん
で
す
が
、
特
に

家
が
医
者
で
な
い
差
値
の
高
い
や
つ
は
、
や
っ
ぱ
り
自
己
中
心

で
、
い
か
ん
な
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
、
高
校

の
人
間
形
成
さ
れ
て
い
く
一
番
大
事
な
時
に
、
受
験
戦
争
で
能
力

の
す
べ
て
を
す
り
減
ら
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
人
間
教
育
と

か
、
社
会
の
ル
ー
ル
は
大
学
の
専
門
教
育
を
し
な
が
ら
教
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
学
部
で
も
研
究
す
る
人
は
少
々
奇
人
変
人
で
も
許
せ
る
け
れ

ど
、
臨
床
の
医
者
は
人
間
性
が
大
切
で
す
。
人
間
の
こ
と
を
よ
く

知
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
人
間
を
愛
し
て
な
き
ゃ
い
け
な
い

し
、
自
分
の
こ
と
は
二
の
次
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
で
私

は
、
運
動
部
に
必
修
で
入
れ
、
せ
っ
か
く
総
合
大
学
に
入
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
運
動
部
に
入
っ
て
も
ま
れ
て
こ
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
自
然
に
異
業
種
の
生
涯
の
友
人
が
で
き
る
の

で
す
。
そ
れ
で
も
、
偏
差
値
医
者
っ
て
い
う
ん
で
す
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
偏
差
値
医
者
の
比
率
が
随
分
高
く
な
っ
て
、
例
え
ば
、
医
学

部
の
教
授
会
で
、
進
学
校
の
同
級
生
が
五
人
、
教
授
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
よ
く
で
き
る
先
生
は
人
間
の
勉
強

も
し
て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
ん
で
す
。
勉
強
だ
け
で
な
く
て
本
を

読
む
な
ど
、
何
で
も
他
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
す
る
よ
う
に
学
生

に
は
勧
め
て
い
ま
し
た
。
少
々
出
来
が
悪
く
て
も
医
者
の
子
は

や
っ
ぱ
り
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
は
入
り
や
す
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
と
に
か
く
、
医
学
部

で
の
教
育
が
本
当
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

予
防
医
学
が
発
達
す
れ
ば
外
科
は
衰
退
し
て
い
く
が
、
そ
れ
は
外
科

の
成
功
で
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

外
科
は
進
歩
し
て
い
く
医
療
、 

　
　
　
　
　
　
　
最
終
な
く
な
る
の
が
理
想

菊
池	

私
が
教
授
時
代
は
そ
ろ
そ
ろ
再
生
医
療
が
頭
を
も
た
げ
て

い
ま
し
た
し
、
悪
性
の
腫
瘍
は
外
科
で
は
な
く
て
、
遺
伝
子
と

か
、
免
疫
と
か
、
将
来
は
そ
う
い
う
こ
と
で
治
っ
て
い
く
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
院
の
研
究
で
、
脳
外
科

の
テ
ー
マ
を
与
え
る
時
も
、
一
番
よ
く
で
き
て
頑
張
り
そ
う
な
生

徒
に
は
再
生
医
療
の
テ
ー
マ
を
与
え
た
ん
で
す
。
メ
ス
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
学
問
と
し
て
将
来
性
が
な
い
と
思
え
と
。
血
管
内
治

療
、
遺
伝
子
治
療
だ
と
か
、
再
生
医
療
、
細
胞
治
療
な
ど
へ
移
行

し
て
い
く
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
の
領
域
で
は
最
後
の
外
科
医
者
に

な
る
つ
も
り
で
研
究
を
始
め
て
く
れ
と
、
そ
の
頃
か
ら
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。
外
科
は
進
歩
し
て
い
く
医
療
の
中
で
ど
ん
ど
ん
守
備

範
囲
は
狭
く
な
っ
て
、
最
終
な
く
な
る
の
が
理
想
、
そ
れ
が
人
類

の
幸
せ
だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
、
次
世
代
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か

自
分
の
特
技
に
未
練
を
持
た
ず
、
新
た
な
道
を

菊
池	

脳
の
血
管
内
治
療
、
開
頭
手
術
で
は
な
く
、
カ
テ
ー
テ
ル

を
使
っ
て
血
管
の
中
か
ら
治
療
す
る
方
法
で
す
が
、
先
駆
者
で
あ

る
京
大
の
滝
先
生
が
基
礎
的
な
実
験
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
固

1959 年 京都大学医学部卒業、1968 年 スイスチューリッヒ大学脳神
経外科助手、1970 年 天理よろづ相談所病院脳神経外科医員、1971
年 北野病院脳神経外科部長、1978 年 国立循環器病センター脳神経外
科部長、1986 年 京都大学医学部脳神経外科教授、1993 年 京都大学
医学部長、1996 年 国立循環器病センター総長、2000 年 神戸市立医
療センター中央市民病院院長、2009 年 神戸市民病院機構理事長、
2017 年 神戸市医療政策顧問、健康創造都市 KOBE 推進会議議長
2008 年 瑞宝重光章、2017 年 兵庫県県勢高揚功労賞、2019 年 神
戸市市政功労賞などを受章。

P R O F I L E
菊 池 　 晴 彦   Haruhiko Kikuchi

（右）クライエンビュール教授
（左）ヤシャルギル教授

世界初、マイクロサージャリーによる
くも膜下出血の緊急手術（北野病院）
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現
在
、
私
達
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
つ

つ
あ
り
、
老
化
は
国
民
が
直
面
す
る
最
も
重
要
な
健
康
課
題
で

す
。
免
疫
系
の
役
割
を
中
心
に
、
ヒ
ト
の
老
化
と
は
何
か
に
つ
い

て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

免
疫
系
と
は
、
体
内
に
入
り
込
ん
だ
病
原
体
な
ど
の
異
物
や
、

が
ん
細
胞
な
ど
の
異
常
な
細
胞
を
認
識
し
て
排
除
す
る
生
体
恒
常

性
の
維
持
機
構
で
す
。
私
は
が
ん
免
疫
を
中
心
に
四
〇
年
余
り
研

究
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
が
ん
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す

が
、
現
在
日
本
を
は
じ
め
と
し
て
先
進
国
が
抱
え
て
い
る
も
う
一

つ
の
大
き
な
課
題
は
、
人
口
の
高
齢
化
で
す
。
少
子
化
と
セ
ッ
ト

で
、
い
ま
日
本
は
世
界
で
高
齢
化
社
会
の
先
頭
を
走
っ
て
い
ま

す
。
老
化
と
は
何
か
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
テ
ー
マ
で
す

が
、
今
日
は
特
に
免
疫
学
の
立
場
か
ら
老
化
を
ど
う
考
え
る
か
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
老
化
は
、
生
理
的
に
誰
も
が
た
ど
る
道
で

す
が
、
生
理
的
な
老
化
と
老
化
に
伴
う
病
気
の
境
目
は
ど
こ
に
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
話
を
進
め
ま
す
。

が
ん
免
疫
の
研
究
へ

先
ず
、
免
疫
学
に
つ
い
て
、
私
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
含
め
て
、

少
し
歴
史
的
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
写
真
は
カ
ー
ル
・
ラ
ン

ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
と
い
う
非
常
に
有
名
な
学
者
で
す
。
一
九
世
紀

末
の
ウ
イ
ー
ン
大
学
の
病
理
学
教
授
で
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｒ
ｈ
型

な
ど
の
血
液
型
を
最
初
に
発
見
し
た
人
で
す
。
一
九
〇
一
年
に
ド

イ
ツ
の
医
学
誌
に
初
め
て
血
液
型
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
、

一
九
三
〇
年
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
他
人
の
血

液
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
と
、
し
ば
し
ば
血
液
が
凝
集
し
て
が
ち
が
ち

に
か
た
ま
り
、
や
が
て
赤
血
球
が
溶
け
て
し
ま
う
と
い
う
不
思
議

な
現
象
が
お
こ
り
ま
す
。
ヒ
ト
に
は
、
Ａ
型
あ
る
い
は
Ｂ
型
と
い

う
赤
血
球
だ
け
が
持
っ
て
い
る
特
殊
な
抗
原※
１

と
い
う
も
の
が
あ

り
、
Ａ
型
赤
血
球
を
持
つ
人
は
、
Ｂ
型
の
抗
原
に
対
し
て
抗
体※
２

を

持
ち
、
逆
に
Ｂ
型
赤
血
球
を
持
つ
人
は
、
Ａ
型
赤
血
球
に
対
す
る

抗
体
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
お
き
る
わ
け
で

す
。
Ａ
Ｂ
型
の
場
合
は
抗
原
を
二
種
類
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

抗
体
は
ど
ち
ら
も
持
っ
て
な
い
、
Ｏ
型
は
そ
の
逆
、
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
発

見
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
全
に
輸
血
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
生
命
現
象
の
基
礎
に
あ
る
の
が
免
疫
で
、

抗
体
と
い
う
分
子
が
免
疫
現
象
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
感
染
症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
生
体
反
応
で
抗
体
の
関
与
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

て
、
抗
体
が
免
疫
学
研
究
の
主
流
に
な
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終

わ
っ
た
頃
に
ア
メ
リ
カ
へ
移
り
ま
し
た
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究

所
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
研
究
所
に
教
授
と
し
て
招
か
れ
、
血

液
型
の
研
究
を
続
け
ま
す
。
そ
こ
へ
弟
子
入
り
し
た
の
が
、
メ
リ

ル
・
チ
ェ
イ
ス
と
い
う
人
で
、
彼
は
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
研

究
を
引
き
継
い
で
新
し
い
領
域
を
展
開
し
ま
す
。
当
時
、
免
疫
現

象
は
抗
体
で
す
べ
て
説
明
で
き
る
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

抗
体
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
免
疫
現
象
が
あ
る
こ
と
を
彼
が
初

め
て
見
つ
け
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
結
核
の
ワ
ク
チ
ン
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を

注
射
し
て
免
疫
が
で
き
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
、
い
わ
ゆ
る
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
抗
体
を
伴
わ
な
い

免
疫
反
応
で
、
抗
体
免
疫
に
対
し
て
細
胞
性
免
疫
と
呼
ば
れ
、
今

日
の
Ｔ
細
胞
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
免
疫
や
が
ん
免
疫
の
出
発
点
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
チ
ェ
イ
ス
は
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
跡
を

継
い
で
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
教
授
に
な
り
ま
す
が
、
彼
の
研
究
室

に
入
っ
た
の
が
、
バ
リ
ー
・
ブ
ル
ー
ム
と
い
う
人
で
す
。
彼
は
、

チ
ェ
イ
ス
の
発
見
を
さ
ら
に
展
開
し
て
、
細
胞
性
免
疫
と
感
染
症

の
関
係
を
精
力
的
に
研
究
し
、
や
が
て
結
核
免
疫
の
権
威
と
な
り

ま
す
。
ブ
ル
ー
ム
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

大
学
の
教
授
と
し
て
独
立
、
そ
の
後
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
移
っ
て

最
近
ま
で
一
〇
年
間
、
公
衆
衛
生
院
の
学
長
を
務
め
ま
し
た
。
私

は
四
〇
年
以
上
前
の
学
生
の
時
に
ブ
ル
ー
ム
教
授
に
出
会
い
、
医

学
部
を
卒
業
す
る
と
直
ぐ
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大
学
の
彼
の
も

と
に
留
学
、
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
、
結
核
研
究
は
山
を
越

え
て
お
り
、
私
自
身
、
が
ん
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま

だ
未
開
の
領
域
で
あ
っ
た
も
の
の
、
が
ん
と
免
疫
に
つ
い
て
の
研

究
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
大
学
で
が
ん
免
疫
の
研
究
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
本
庶
佑
教
授
と
も
長
く
共
同

研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
は
昨
年
、
本
庶
教
授
の

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
と
し
て
結
実
し
ま
し
た
。
授
賞

式
に
は
私
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
動
的
で
し
た
。

慢
性
疾
患
の
発
症
パ
タ
ー
ン

老
化
は
、
す
べ
て
の
人
に
必
ず
訪
れ
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
生
ま
れ
て
か
ら
成
熟
し
、
加
齢
に
伴
っ
て
老
化
し
て
い

く
。
老
化
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
自
体
は
治
療
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
医
学
者
が
老
化
研
究
を
や
る

背
景
に
は
、
老
化
に
関
連
し
て
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
出
て
く
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
動
脈
硬

化
、
そ
れ
か
ら
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
慢
性
腎
不
全
な
ど
で
す
が
、
こ

う
い
っ
た
病
気
は
、
直
接
の
原
因
も
違
う
し
、
当
然
、
異
な
る
病

気
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
発
症
年
齢
を
見
て
非
常
に
驚
く
の

は
、
図
１
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
発
症
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
大
体
六
五
歳
か
ら
六
九
歳
を
ピ
ー
ク
と
す
る
同

じ
曲
線
を
描
い
て
い
ま
す
。
何
故
同
じ
よ
う
な
時
期
に
発
症
す
る

ん
だ
ろ
う
と
、
私
は
非
常
に
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
は
神
経
の
変
性
疾
患
で
す
が
、
炎
症
も
か
な
り
関
係
し
て

い
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
発
症
は
も
っ
と
遅
い
で
す
。
で
も
こ
れ
は

診
断
の
難
し
さ
が
問
題
で
、
も
っ
と
早
く
診
断
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
多
分
こ
の
発
症
は
も
っ
と
前
に
移
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
は
全
て
慢
性
炎
症
性
疾
患
と
言
わ
れ
、
原
因
も
罹
患
臓

器
も
異
な
る
け
れ
ど
も
、
反
応
的
に
は
共
通
し
て
お
り
、
慢
性
炎

症
反
応
な
ん
で
す
。
こ
れ
ら
が
加
齢
に
伴
い
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

起
こ
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
非
常
に
奇
妙
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て

ア
レ
ル
ギ
ー
、
花
粉
症
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
は
、
子
ど
も
の
と
き
か

ら
出
る
人
は
出
ま
す
し
、
年
齢
に
関
係
な
く
発
症
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
感
染
に
対
す
る
抵
抗
性
で
す
。
代
表
的

な
感
染
症
で
あ
る
細
菌
性
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
な
ど
も
、
罹
患
率
は
加
齢
と
と
も
に
ほ
ぼ
直
線
的
に
増
え
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
が
ん
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
も
頻
度
は
非
常
に

少
な
い
も
の
の
遺
伝
子
変
異
で
特
殊
な
が
ん
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
肺

が
ん
な
ど
の
一
般
的
な
が
ん
を
見
る
と
、
年
齢
と
と
も
に
確
実
に

罹
患
率
が
増
え
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
慢
性
炎
症
性
疾
患
、
感
染

症
、
が
ん
は
、
加
齢
と
と
も
に
発
生
頻
度
が
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ
ー
ン

で
増
え
て
く
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
、
直
接
の
誘
因
は
違

う
け
れ
ど
も
、
そ
の
背
景
に
何
か
共
通
の
も
の
が
あ
る
に
相
違
な

い
と
思
わ
せ
る
わ
け
で
、
こ
こ
が
私
の
研
究
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

老
化
と
は
何
か
：
免
疫
系
の
二
つ
の
顔
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ボ
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ABO 式血液型を発見

※
１　

�

抗
原　

体
内
に
入
り
込
ん
だ
異
物
な
ど
に
あ
る
免
疫
反
応

を
引
き
起
こ
さ
せ
る
物
質
の
総
称
。
多
く
の
場
合
、
抗
原

は
特
定
の
抗
体
を
誘
導
す
る
。

※
２　

�

抗
体　

特
定
の
抗
原
に
対
抗
し
て
形
成
さ
れ
る
た
ん
ぱ
く

物
質
の
総
称
。
そ
の
抗
原
と
だ
け
結
び
つ
き
、
異
物
を
体

内
か
ら
除
去
す
る
。
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（加齢関連疾患）

図 1　疾患の発症時期　（2010 総務省統計局）
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こ
こ
で
一
つ
、
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
生
児
期
の
ピ
ー

ク
時
に
は
、
胸
腺
か
ら
毎
日
二
〇
〇
万
個
も
の
Ｔ
細
胞
が
全
身
へ

供
給
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
胸
腺
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
ど
ん
ど
ん

萎
縮
す
る
の
で
、
新
た
な
Ｔ
細
胞
を
作
る
力
は
落
ち
て
く
る
。
抗

原
に
出
会
う
前
の
Ｔ
細
胞
︵
ナ
イ
ー
ブ
細
胞
︶
の
寿
命
は
約
３
週

間
程
度
で
す
か
ら
、
Ｔ
細
胞
数
が
年
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
体

内
の
Ｔ
細
胞
数
は
減
り
ま
せ
ん
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
一
定
の

Ｔ
細
胞
数
が
維
持
さ
れ
ま
す
。
最
近
に
な
っ
て
、
体
は
体
内
の
Ｔ

細
胞
数
が
減
っ
て
く
る
と
、
そ
の
こ
と
を
感
知
し
て
、
自
律
的
に

Ｔ
細
胞
が
細
胞
分
裂
を
始
め
そ
の
数
を
元
に
戻
そ
う
と
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
Ｔ
細
胞
の
﹁
恒
常
性
増
殖
反

応
﹂
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
来
抗
原
が
入
っ
て
き
た
際
に
、

そ
れ
に
対
応
す
る
Ｔ
細
胞
が
増
殖
す
る
、
い
わ
ゆ
る
免
疫
反
応
と

は
全
く
別
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
中
年
期

以
降
は
、
胸
腺
で
新
た
に
Ｔ
細
胞
を
作
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に

作
ら
れ
た
Ｔ
細
胞
を
減
っ
た
分
だ
け
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

定
の
数
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
︵
図
２
︶。

老
化
関
連
Ｔ
細
胞
（
Ｓ
Ａ

-

Ｔ
細
胞
）

最
近
私
達
は
、
老
齢
期
の
動
物
に
、
奇
妙
な
特
徴
を
も
っ
た
Ｔ

細
胞
が
増
え
て
く
る
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
た
。
個
体
老
化
に
伴
っ

て
出
現
す
る
の
で
、
老
化
関
連
Ｔ
細
胞
︵
英
語
略
で
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
︶

と
い
う
名
前
で
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
細
胞
は
、
若
い
動
物
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
細
胞
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま
す
と
、
ま
さ

に
、
最
初
に
述
べ
た
老
化
細
胞
の
一
般
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
本
来
、
Ｔ
細
胞
は
抗
原
に
出
会
う
と
急
速

に
細
胞
分
裂
を
開
始
し
増
殖
し
ま
す
が
、
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
は
全
く

増
殖
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
細
胞
老
化
に
関
係
す
る
遺
伝
子
、
つ
ま

り
が
ん
化
抑
制
遺
伝
子
を
強
く
発
現
し
ま
す
し
、
炎
症
因
子
を
大

量
に
放
出
し
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
活
発
で
、
寿
命

も
比
較
的
長
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
面
で
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細

胞
は
老
化
し
た
Ｔ
細
胞
で
あ
り
、
実
際
、
加
齢
に
伴
っ
て
増
加
蓄

積
し
て
き
ま
す
。

す
で
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
免
疫
系
は
、
進
化
の
過
程
で
生

体
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も
最
も
精
巧
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
生
涯
に
亘
っ
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
避
け
ら
れ
な
い
代
償
を
伴
い
ま
す
。
胸
腺
の
萎
縮

と
、
そ
れ
に
伴
う
Ｔ
細
胞
産
生
の
減
少
を
補
う
た
め
の
恒
常
性
増

殖
は
、
そ
の
代
表
例
で
し
ょ
う
。
私
達
の
最
近
の
研
究
で
、
Ｓ

Ａ︲

Ｔ
細
胞
は
、
加
齢
に
伴
う
恒
常
性
増
殖
の
繰
り
返
し
の
結
果

と
し
て
発
生
し
て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
細
胞

は
老
化
細
胞
の
一
種
で
有
り
、
抗
原
に
出
会
っ
て
も
増
殖
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
が
ん
細
胞
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
細
胞
を
攻

撃
す
る
Ｔ
細
胞
本
来
の
機
能
を
持
ち
ま
せ
ん
。
し
か
も
結
構
長
生

き
を
し
て
、
周
囲
に
ア
ラ
ー
ム
と
し
て
大
量
の
炎
症
因
子
を
放
出

し
て
慢
性
の
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細

胞
が
加
齢
に
伴
っ
て
増
え
て
く
る
こ
と
が
、
最
初
に
述
べ
た
免
疫

老
化
の
持
つ
異
な
る
二
つ
の
顔
を
、
よ
く
説
明
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
興
味
深
い
事
に
、
同
じ
増
殖
反
応
で
も
、
正
常
の

Ｔ
細
胞
の
微
生
物
や
異
物
な
ど
の
外
来
抗
原
に
対
す
る
免
疫
反
応

の
過
程
で
は
、
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
の
出
現
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
て
み
る
と
、
加
齢
に
伴
う
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
の
増
加
と
蓄
積
に
代

表
さ
れ
る
免
疫
老
化
は
、
多
様
な
外
来
病
原
体
や
異
物
に
対
す
る

免
疫
反
応
の
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
生
涯
に
亘
っ
て
精
緻

な
免
疫
シ
ス
テ
ム
自
体
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
避
け
ら
れ
な

い
代
償
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
然
そ
の
影
響
は
、
寿
命
が

長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

細
胞
老
化
と
老
化
細
胞
の
特
徴

老
化
の
基
礎
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
正
常
な
組
織
の
細
胞
は
、

先
ず
、
成
長
期
に
細
胞
分
裂
に
よ
っ
て
増
え
、﹁
分
化
﹂
と
い
っ

て
組
織
ご
と
に
特
殊
な
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
腎
臓
の

細
胞
は
腎
臓
と
し
て
の
、
肝
臓
の
細
胞
は
肝
臓
と
し
て
の
機
能
を

発
現
し
ま
す
。
そ
し
て
正
常
細
胞
は
、
遺
伝
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
必
ず
一
定
の
寿
命
を
持
ち
、
や
が
て
死
ん
で
い
き
ま
す
。
と
こ

ろ
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
ず
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
代

表
が
﹁
が
ん
化
﹂
で
す
。
正
常
細
胞
は
、
が
ん
を
引
き
起
こ
す
遺

伝
子
︵
が
ん
遺
伝
子
︶
に
変
異
が
起
こ
り
、
が
ん
細
胞
に
な
る
と

正
常
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
ず
れ
、
寿
命
が
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
無
制
限
に
増
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
、
形
質
変
換
あ
る

い
は
、
が
ん
化
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
、
正
常
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
は
ず
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
正
常
細
胞
に
が
ん

遺
伝
子
を
人
為
的
に
入
れ
て
や
る
と
、
当
然
、
が
ん
化
す
る
と
思

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う
は
な
ら
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
逆
に
、
が
ん
遺
伝
子
を
強
制
的
に
発
現
さ
せ
る

と
、
正
常
細
胞
は
細
胞
分
裂
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
つ
ま
り
正
常
細
胞
は
、
が
ん
細
胞
に
な
ら
な
い
た
め
の
安
全

装
置
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、
研
究
が
進

み
、
多
様
な
ス
ト
レ
ス
、
例
え
ば
活
性
酸
素
が
ど
ん
ど
ん
で
き
る

よ
う
な
ス
ト
レ
ス
が
細
胞
に
か
か
っ
て
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
正
常
細
胞
が
定
め
ら
れ
た
プ
ロ

セ
ス
を
逸
脱
す
る
こ
の
二
つ
目
の
ケ
ー
ス
は
、
強
い
ス
ト
レ
ス
下

に
安
全
装
置
が
働
い
て
、
細
胞
分
裂
を
停
止
し
た
状
態
に
な
る
場

合
で
、
こ
れ
を
﹁
細
胞
老
化
﹂
と
言
い
ま
す
。
老
化
細
胞
に
は
、

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
化
の
安
全
装
置
に
よ
っ
て

細
胞
分
裂
を
完
全
に
停
止
す
る
こ
と
が
一
番
大
き
い
特
徴
で
す

が
、
こ
れ
に
伴
い
正
常
の
、
例
え
ば
肝
臓
細
胞
と
し
て
の
機
能
も

徐
々
に
失
い
つ
つ
、
か
な
り
安
定
に
生
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
最
近
、
老
化
細
胞
は
増
殖
し
な
い
も
の
の
、
実
は
非
常
に

活
発
な
代
謝
に
よ
り
多
く
の
炎
症
因
子
を
周
囲
に
放
出
し
て
、
身

体
に
危
険
信
号
︵
ア
ラ
ー
ム
︶
を
出
し
続
け
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

免
疫
シ
ス
テ
ム
の
老
化

免
疫
シ
ス
テ
ム
の
老
化
と
し
て
、
す
ぐ
に
想
像
が
つ
く
の
は
免

疫
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
感
染
抵
抗
力
が
落
ち
る
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
も
な
か
な
か
効
果
が
出
な
い
、
な
ど
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
、
最
も
深
刻
な
犠
牲
が
出
る
の
は
お
年

寄
り
が
集
ま
る
施
設
で
す
。
が
ん
の
発
生
率
が
増
え
て
い
く
こ
と

も
こ
れ
に
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
逆
説

的
に
な
り
ま
す
が
、
炎
症
性
素
因
の
増
大
で
す
。
年
を
取
る
と
、

皮
膚
が
か
ぶ
れ
た
り
し
て
も
な
か
な
か
治
ら
ず
、
ず
る
ず
る
と
炎

症
反
応
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
体
内
臓
器
で
も
同
じ
こ
と

が
起
こ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
で
炎
症
が
ず
っ
と
続
く
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
免
疫
系
が
正
常
に
機
能
し
な
く
な
り
、

自
分
に
対
し
て
起
こ
る
べ
き
で
な
い
免
疫
反
応
が
起
こ
る
自
己
免

疫
反
応
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
り
、
例
え
ば
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
が

増
え
て
く
る
。
つ
ま
り
免
疫
老
化
は
、
外
来
病
原
体
に
対
し
て
免

疫
機
能
が
低
下
す
る
と
い
う
顔
と
、
炎
症
反
応
が
異
常
に
働
く
と

い
う
顔
の
、
一
見
相
反
す
る
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

免
疫
シ
ス
テ
ム
を
作
る
胸
腺
と
い
う
不
思
議
な
臓
器

免
疫
系
の
特
殊
な
臓
器
、
胸
腺
の
話
を
し
ま
す
。
胸
腺
は
主
に

赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に
活
発
に
働
く
臓
器
で
、
思
春
期
か
ら
急
速
に

小
さ
く
な
り
、
五
〇
歳
以
降
に
な
る
と
痕
跡
程
度
に
し
か
残
ら
な

い
と
い
う
不
思
議
な
臓
器
で
す
。
た
だ
し
、
非
常
に
大
事
な
臓
器

で
、
こ
れ
が
な
い
と
、
免
疫
系
の
司
令
塔
で
あ
る
Ｔ
リ
ン
パ
球

︵
Ｔ
細
胞
︶
が
で
き
ま
せ
ん
。
Ｔ
細
胞
を
作
る
だ
け
の
た
め
に
存

在
す
る
臓
器
で
す
。
し
か
し
、
身
体
の
臓
器
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん

の
時
に
最
も
大
き
く
て
、
年
を
取
る
に
従
っ
て
消
失
す
る
臓
器
な

ん
て
他
に
は
な
く
、
免
疫
学
の
大
き
な
謎
の
一
つ
で
し
た
。
胸
腺

の
中
で
は
毎
日
膨
大
な
数
の
Ｔ
細
胞
が
作
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
こ

れ
が
細
胞
に
と
っ
て
非
常
に
リ
ス
ク
の
高
い
作
業
な
の
で
す
。
Ｔ

細
胞
が
作
ら
れ
る
過
程
で
お
こ
る
抗
原
受
容
体
の
遺
伝
子
の
組
み

換
え
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
、
非
常
に
危
険
な
の
で
す
。
し
か
も
、

そ
の
中
で
優
等
生
の
Ｔ
細
胞
だ
け
を
残
す
﹁
選
択
﹂
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
に
よ
っ
て
、
折
角
で
き
た
Ｔ
細
胞
の
大
半
は
死
ん
で
し
ま
う

の
で
、
胸
腺
は
細
胞
の
墓
場
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
激

し
い
細
胞
分
裂
、
遺
伝
子
組
み
換
え
、
大
量
の
細
胞
死
と
い
う
非

常
に
リ
ス
ク
の
高
い
プ
ロ
セ
ス
を
何
故
あ
え
て
や
る
の
か
、
そ
れ

は
、
進
化
の
過
程
で
得
ら
れ
る
利
益
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｔ
細
胞
は
、
無
限
に
近
い
多
様
な
病

原
体
や
異
物
を
各
々
区
別
し
て
認
識
し
、
個
別
に
反
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
認
識
の
多
様
性
を
作
る
た
め
に
、

高
い
リ
ス
ク
を
冒
し
て
い
る
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
胎
内
か
ら
産

ま
れ
落
ち
る
と
す
ぐ
に
、
外
界
の
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
様
々
な

微
生
物
に
暴
露
さ
れ
る
の
で
、
生
ま
れ
る
ま
で
に
こ
れ
だ
け
の
こ

と
を
成
し
遂
げ
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
Ｔ
細
胞
免
疫

シ
ス
テ
ム
の
形
成
は
、
高
い
リ
ス
ク
を
懸
け
る
価
値
が
あ
る
と
は

言
え
、
そ
の
代
償
も
大
き
い
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
出
生
前
後
の

胸
腺
の
中
で
起
き
る
の
で
、
胸
腺
の
組
織
細
胞
に
と
っ
て
は
大
き

な
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
私
達
の
最
近
の
研
究
で
、
こ
れ
が
加

齢
に
伴
う
胸
腺
組
織
の
萎
縮
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

全Tリンパ球集団

新生児期 思春期 壮年期 老齢期

細
胞
数

胸腺からのTリンパ球供給
（ピークで2x106 細胞/日）

ナイーブ細胞

記憶細胞

恒常性増殖細胞

SA-T細胞

自律増殖

図 2　T リンパ球は数の減少を自律増殖により補う

29 28

第
17
回
　
助
成
研
究
発
表
会
　
特
別
講
演



様
々
な
武
器
を
も
っ
て
が
ん
と
戦
う
戦
場
だ
と
言
え
ま
す
。
こ
こ

で
の
主
戦
力
は
Ｔ
細
胞
で
す
。
Ｔ
細
胞
は
最
も
効
果
的
に
が
ん
細

胞
を
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
の
方
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
き
ま
す
か
ら
、
容
易
に
完
全
排
除
は
で
き
な
い
。
先
ほ
ど
申

し
た
よ
う
に
、
こ
の
Ｔ
細
胞
反
応
が
あ
ま
り
長
く
続
く
と
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
・
ブ
レ
ー
キ
が
働
い
て
、
Ｔ
細
胞
は
戦
い
を
や
め
て

し
ま
い
ま
す
。
賢
い
が
ん
細
胞
は
、
効
果
的
に
Ｔ
細
胞
に
こ
の
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｔ
細
胞
の
ブ
レ
ー
キ
を
解
除
し
て
、
再
び
き
ち
ん
と
働
け

る
よ
う
に
す
る
の
が
最
近
の
が
ん
免
疫
療
法
で
す
。
他
方
で
、
が

ん
の
異
常
増
殖
は
組
織
に
と
っ
て
は
強
い
ス
ト
レ
ス
で
す
か
ら
、

正
常
組
織
の
細
胞
老
化
が
進
み
ま
す
し
、
免
疫
系
の
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細

胞
も
組
織
に
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
老
化
細
胞
は
、
が

ん
細
胞
の
周
り
で
炎
症
因
子
を
放
出
し
、
慢
性
炎
症
を
起
こ
し
ま

す
。
一
般
に
が
ん
細
胞
は
炎
症
環
境
を
好
み
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は

む
し
ろ
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
助
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
が
ん
組
織
で
は
常
に
プ
ラ
ス
要
因
と
マ
イ
ナ
ス
要
因

の
せ
め
ぎ
合
い
が
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
ど
ち
ら
が
優
位
に
な

る
か
に
よ
っ
て
予
後
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
組
織
の

老
化
細
胞
は
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
を
含
め
て
、
主
な
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

と
考
え
ら
れ
、
が
ん
組
織
の
老
化
細
胞
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
が
ん
細
胞
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
が
ん
が
あ
っ
て

も
が
ん
死
に
ま
で
至
る
こ
と
な
く
長
生
き
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

老
化
細
胞
を
取
り
除
く

正
常
細
胞
は
必
ず
老
化
し
ま
す
が
、
そ
れ
自
体
は
生
理
現
象
で

す
か
ら
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
様
々
な
内
的
外
的
要
因
に

よ
っ
て
、
そ
れ
が
過
剰
に
起
こ
る
と
明
ら
か
な
病
気
に
な
っ
て
し

ま
う
。
医
学
的
に
個
別
要
因
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
同
時
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
老
化
細
胞
へ
の
対
応
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
老
化
細
胞
を
若
返
ら
せ
る
。
最
近
よ
く
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
の
知
る
限
り
こ
れ
が
可

能
だ
と
い
う
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
、
も
ち
ろ
ん
将
来
的
に
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
。
次
善
の
策
と
し
て
、
老
化
細
胞
だ
け
を
選
択
的
に

取
り
除
い
て
や
る
こ
と
。
少
な
く
と
も
動
物
モ
デ
ル
で
は
、
こ
れ

に
よ
り
、
が
ん
死
亡
率
が
低
下
し
寿
命
が
延
び
る
だ
け
で
は
な

く
、
加
齢
に
よ
る
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
な
ど
主
要
臓
器
の
機
能
劣

化
が
改
善
し
、
さ
ら
に
自
発
的
活
動
性
も
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
、
実
験
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
こ
れ
か
ら
は
、
体

内
の
組
織
か
ら
老
化
細
胞
を
選
択
的
に
排
除
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
老
化
関
連
疾
患
対
策
の
大
き
な
選
択
肢
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
方
法
が
問
題
で
、
動
物
モ
デ
ル
で
使
わ
れ
る

遺
伝
子
改
変
操
作
な
ど
は
、
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら

正
常
細
胞
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
老
化
細
胞
だ
け
を
組
織
か
ら
取
り

除
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

あ
っ
て
、
現
在
、
世
界
的
な
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お

り
、
私
達
も
今
そ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
特
別
講
演
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
17
回
　
助
成
研
究
発
表
会
」
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
制
御
と
免
疫
老
化　

体
内
に
外
来
抗
原
が
侵
入
す
る
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
レ
セ
プ

タ
ー
︵
受
容
体
︶
を
持
っ
た
Ｔ
細
胞
が
速
や
か
に
細
胞
分
裂
に

よ
っ
て
増
殖
し
、
や
が
て
キ
ラ
ー
細
胞
な
ど
に
分
化
し
て
、
抗
原

を
排
除
し
ま
す
。
抗
原
が
完
全
に
排
除
さ
れ
れ
ば
、
Ｔ
細
胞
は
反

応
を
終
了
し
、
そ
の
一
部
は
記
憶
細
胞
と
し
て
残
っ
て
次
回
の
抗

原
侵
入
に
備
え
ま
す
︵
免
疫
記
憶
︶。
し
か
し
、
抗
原
の
性
状
に

よ
っ
て
は
、
い
く
ら
免
疫
反
応
を
起
こ
し
て
も
、
抗
原
が
完
全
に

排
除
し
き
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
で
て
き
ま
す
。
あ
る
種
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
︵
遷
延
感
染
︶
や
が
ん
の
場
合
な
ど
で
す
。
Ｔ
細

胞
に
よ
る
免
疫
反
応
が
過
剰
に
長
引
く
と
、
正
常
の
細
胞
や
組
織

に
も
障
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
や
が
て
Ｔ
細
胞
反
応
に
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
ブ
レ
ー
キ
に
当
た
る
の
が
、
本
庶

先
生
が
発
見
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ︲

１
で
あ
り
、
最
近
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
分
子
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｄ︲

１
の
シ
グ
ナ
ル
を
受
け
た

Ｔ
細
胞
は
、
細
胞
増
殖
や
キ
ラ
ー
活
性
な
ど
の
機
能
を
停
止
し
、

一
見
老
化
細
胞
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
細
胞
老
化

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
を
は
ず
し
て
や
れ
ば
、
多
く

の
場
合
Ｔ
細
胞
は
そ
の
機
能
を
回
復
す
る
の
で
、
区
別
し
て
﹁
細

胞
消
耗
﹂
と
呼
ば
れ
ま
す
。
が
ん
に
お
け
る
最
近
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
免
疫
療
法
は
、
こ
の
ブ
レ
ー
キ
の
解
除
に
よ
っ
て
、
が
ん

に
対
す
る
Ｔ
細
胞
の
免
疫
反
応
を
増
強
さ
せ
る
も
の
で
す
。
こ
の

免
疫
療
法
は
め
ざ
ま
し
い
臨
床
効
果
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
全
て
の
が
ん
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
Ｔ
細
胞
老
化
の
関
与
も
無
視
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
細
胞
老
化
は
、
非
可
逆
的

な
プ
ロ
セ
ス
で
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
・
ブ
レ
ー
キ
を
解
除
し
て

も
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
の
機
能
の
回
復
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

Ｔ
細
胞
老
化
と
慢
性
炎
症
疾
患

Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
は
、
様
々
な
内
外
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
組

織
で
は
、
必
ず
し
も
加
齢
に
関
係
な
く
増
加
し
て
く
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
遺
伝
的
に
自
己
免
疫
病
気
に
な
り

や
す
い
動
物
で
は
、
若
齢
時
か
ら
急
速
に
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
が
脾
臓

に
増
え
て
き
て
、
全
身
性
自
己
免
疫
病
の
発
症
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
動
物
に
高
脂
肪
食
を
与
え

続
け
る
と
肥
満
と
糖
尿
病
が
起
こ
り
ま
す
が
、
こ
の
際
に
は
、
脂

肪
を
た
め
込
ん
で
大
き
く
な
っ
た
内
臓
脂
肪
組
織
に
急
速
に
Ｓ

Ａ︲

Ｔ
細
胞
が
増
加
し
て
慢
性
炎
症
を
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
増
大
、
つ
ま
り
糖
尿
病
に
い
た
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
と
く
に
老
齢
動
物
の
腎
臓
で
血
行
障

が
い
な
ど
に
よ
り
酸
素
不
足
に
陥
る
と
、
腎
臓
で
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞

が
増
加
し
、
進
行
性
の
慢
性
腎
不
全
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
組
織

の
中
で
老
化
細
胞
が
増
え
て
く
る
と
、
単
に
組
織
の
機
能
の
劣
化

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
り
に
炎
症
分
子
が
放
出
さ
れ
、
慢
性
の

炎
症
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
組
織
の
機
能
が
落
ち
て
き

ま
す
。
こ
れ
が
一
般
的
な
組
織
老
化
で
す
が
、
Ｓ
Ａ︲

Ｔ
細
胞
は

全
身
を
循
環
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
の
か
か
っ

た
組
織
に
侵
入
し
、
さ
ら
に
炎
症
を
増
強
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
一
定
程
度
を
越
え
る
と
、
明
ら
か
な
病
的
な
状
態
に

ま
で
進
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
な
る
と
、
も
う
単
な
る
生
理
的
な
老

化
で
は
な
く
、
老
化
に
関
連
し
た
病
気
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
適

切
な
治
療
を
す
べ
き
対
象
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
生
理
的
な

老
化
と
老
化
関
連
疾
患
と
の
境
界
は
決
し
て
明
瞭
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
最
初
に
申
し
た
通
り
、
Ｔ
細
胞
老
化
に
代
表
さ
れ

る
免
疫
老
化
が
、
こ
の
進
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

が
ん
組
織
は
戦
場

最
近
、
動
物
モ
デ
ル
で
、
組
織
の
固
有
の
老
化
細
胞
を
選
択
的

に
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
減
少
し
寿

命
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
延
び
る
と
い
う
興
味
深
い
研
究
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
が
ん
の
発
生
率
が
減
少
す
る
た
め
で
は
な

く
、
発
生
し
た
が
ん
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
た
め
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
図
３
の
よ
う
に
、
が
ん
組
織
は
、
単
な
る
が
ん

細
胞
の
集
団
で
は
な
く
、
多
様
な
宿
主
の
細
胞
が
集
ま
っ
て
来
て

1975 年 京都大学医学部卒業
1977 年  米国アインシュタイン医科大学留学、がん免疫研究を

開始
1980 年 自治医科大学内科で免疫の臨床と研究に従事
1992 年  京都大学医学部免疫学教授。免疫系の発生、がん免疫

や自己免疫病機構の研究で 200 編以上の原著論文を
発表、特に本庶教授との共同研究でオプジーボの開発
につながる中心的役割を果たした。

2011 年 京都大学医学部長・医学研究科長
2014 年 京都大学理事・副学長
2017 年 現在まで京都大学プロボスト
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細胞老化T

エフェクター
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促進

図 3　がん組織は戦場
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エ
フ
ェ
ク
タ
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：
が
ん
細
胞
を
攻
撃
で
き
る
T
細
胞
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
免
疫
療
法
に
よ
っ
て
攻
撃
力
が
強
め
ら
れ
る
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農
学
と
い
う
学
問
は
、
日
本
が
食
料
不
足
に
直
面
し
て
い
た
第

二
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら
、
大
き
な
進
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
食
料
は
増
産
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
コ
メ
の
生
産
量

が
消
費
量
を
上
回
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
あ
ま
り
顕
著
な
発
展
は
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、﹁
農
学
﹂
の
名
前
を
掲
げ
る

こ
と
な
く
名
称
を
変
え
る
大
学
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
代
が
抱

え
る
農
学
の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
多
く
の
都
市
住
民
が

持
つ
、
日
々
の
食
料
に
対
す
る
不
安
と
向
き
合
え
る
﹁
新
し
い
農

学
﹂
を
作
り
出
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
経

験
を
踏
ま
え
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

農
学
部
は
い
い
な
ぁ

私
は
一
九
五
一
年
、
京
都
、
鴨
川
の
北
大
路
橋
の
北
の
ほ
う
で

生
ま
れ
て
、
昔
か
ら
鴨
川
で
魚
を
取
っ
て
遊
ん
で
お
り
ま
し
た
。

農
学
部
は
い
い
な
ぁ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
農
学
部
の
構

内
で
は
馬
が
歩
い
た
あ
と
の
糞
を
学
生
が
取
っ
て
る
と
か
、
京
都

大
学
の
今
西
錦
司
先
生
が
北
大
路
橋
の
ち
ょ
っ
と
南
の
ほ
う
で
カ

ゲ
ロ
ウ
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
具
合
で
、
い
つ

か
は
あ
あ
い
う
ゆ
っ
く
り
し
た
と
こ
で
勉
強
し
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
農
学
部
に
入
り
博
士
課
程
に
進
み
、
そ
の
後
、
富
山

大
学
の
人
文
学
部
の
先
生
に
な
っ
て
、
農
村
社
会
の
研
究
と
、
ア

フ
リ
カ
研
究
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
龍
谷
大
学
か
ら
国
際

文
化
学
部
と
い
う
新
し
い
学
部
作
り
で
来
て
く
れ
と
呼
ば
れ
、
成

し
遂
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
京
都
大
学
か
ら
、
古
い
講
座
を
立
て
直

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
授

に
な
っ
て
一
一
年
ぐ
ら
い
で
、
ま
た
、
龍
谷
大
学
か
ら
農
学
部
を

作
る
の
に
お
声
が
か
か
り
、
二
〇
一
四
年
に
農
学
部
開
設
準
備
委

員
長
と
な
り
、
無
事
、
文
科
省
と
厚
労
省
と
両
方
の
壁
を
突
破
し

て
、
二
〇
一
五
年
か
ら
農
学
部
の
開
設
へ
と
至
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
後
四
年
間
を
終
え
、
さ
ら
に
大
学
院
も
作
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
期
生
が
四
年
生
に
な
る
前
に
、
既
に
大
学
院
の
修
士
と
博
士

を
同
時
開
設
す
る
と
い
う
、
か
な
り
の
離
れ
業
を
や
り
ま
し
た
。

で
も
、
大
変
う
ま
く
進
み
ま
し
て
、
今
は
学
部
学
生
、
修
士
、
博

士
で
、
す
べ
て
の
学
年
が
揃
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
う

い
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

農
学
の
衰
退

龍
谷
大
学
の
農
学
部
は
二
〇
一
五
年
四
月
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
く
農
学
部
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
龍
谷
大
学
の

当
時
の
執
行
部
の
人
と
話
し
た
と
き
に
一
番
考
え
ま
し
た
の
は
、

本
当
に
﹁
農
﹂
の
こ
と
を
五
〇
年
や
る
学
部
を
作
ろ
う
と
。
五
年

や
一
〇
年
の
短
期
的
な
視
点
で
は
な
く
て
、
五
〇
年
や
れ
る
大
学

に
し
ま
せ
ん
か
と
申
し
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
頃
は
、
農
学
部
な

ん
か
に
誰
が
行
く
ね
ん
と
い
う
話
だ
っ
た
ん
で
す
。
農
学
部
全
体

が
、
む
し
ろ
﹁
農
﹂
を
見
え
な
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
に
よ
っ
て
は
生
物
資
源
学
部
、
生
命
科
学
と
か
、
も
っ
と
大

胆
な
名
前
に
変
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て

﹁
農
﹂
を
隠
そ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
て
い
る
時
代
に
、
な
ぜ

﹁
農
﹂
で
や
れ
る
の
か
と
、
龍
谷
大
学
の
内
部
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

疑
問
が
出
て
、
経
済
的
に
も
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
で
も
、
む
し
ろ
、
農
学
部
を
前
面
に
立
て
て
龍
谷
大
学
全

体
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
私
自
身
と

し
て
は
、
全
国
の
大
学
の
農
学
部
が
非
常
に
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ

る
時
代
に
、
方
向
を
逆
転
換
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
龍
谷
大
学
は
﹁
農
﹂
と
い
う
名
前
に
こ
だ
わ
っ
て
旗
を

立
て
る
。
そ
こ
に
は
、
食
と
生
命
と
農
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ

り
、
命
を
支
え
る
食
、
食
を
支
え
る
農
、
そ
れ
を
学
ん
で
研
究
し

続
け
る
農
学
。
五
〇
年
先
で
も
続
く
よ
う
な
農
学
部
に
し
た
い
と

考
え
た
の
で
す
。

農
学
部
お
よ
び
農
学
に
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
農
学
部
の
中
で
も
研
究
の
内
容
が
全
然
わ

か
ら
な
い
。
学
科
名
を
聞
い
た
だ
け
で
は
、
今
は
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
昔
、
私
た
ち
の
学
生
の
頃
は
、
農
学
科
、
林
学

科
、
農
芸
化
学
科
、
農
林
生
物
学
科
、
農
業
工
学
科
、
農
業
経
済

学
科
、
水
産
学
科
、
林
産
工
学
科
、
食
品
工
学
科
、
畜
産
学
科
、

と
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
名
前
。
何
を
や
っ
て
る
の
か
す
ぐ
わ
か

る
。
今
で
は
、
資
源
生
物
科
学
科
の
資
源
動
物
グ
ル
ー
プ
、
そ
の

中
の
動
物
遺
伝
育
種
学
と
か
、
応
用
生
命
学
科
の
応
用
生
命
科

学
、
生
態
高
分
子
化
学
と
か
、
地
域
環
境
工
学
科
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
。
こ

れ
で
は
、
隣
の
研
究
室
が
何
を
し
て
い
る
の
か
さ
え
わ
か
ら
な

い
。
さ
ら
に
大
学
院
の
名
前
の
変
化
、
も
の
す
ご
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
い
ろ
ん
な
問
題
が
生
じ
て
き
て
る
と
思
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
生
命
科
学
へ
の
偏
重
が
大
き
く
な
り
、
農
業
と
農

学
が
乖
離
し
て
き
ま
し
た
。
生
命
科
学
が
随
分
入
っ
て
き
て
、
各

分
野
に
生
命
科
学
に
近
い
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
最
大
の
問
題
点
は
農
業
と
農
学
が
乖
離
し
て
る
と
い

う
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
農
学
概
論
と
い
う
授
業
で
、
農
学
部
の
一
年
生
を

全
員
教
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
十
数
年
間
続
け
て
き
た
ん
で
す

が
、
農
学
部
の
学
生
の
知
的
ス
ト
ッ
ク
が
だ
ん
だ
ん
落
ち
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
受
験
用
の
勉
強
し
か
し
な
く

な
っ
て
き
た
か
ら
。
昔
は
農
学
部
の
学
生
と
い
っ
て
も
、
世
界
史

も
日
本
史
も
わ
か
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
今
の
学
生
は
、
受

験
で
は
歴
史
を
敬
遠
し
て
、
地
理
、
場
合
に
よ
っ
て
は
倫
理
を
選

択
し
て
歴
史
を
全
く
や
ら
な
い
。
実
は
、
農
学
全
体
を
押
さ
え
る

た
め
に
は
地
理
も
歴
史
も
両
方
要
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
知
的

ス
ト
ッ
ク
の
余
裕
が
な
く
な
っ
た
学
生
が
増
え
て
き
た
の
で
、
こ

れ
は
危
機
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
食
と
農
学
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
な
い
。
特
に
第
二

次
世
界
大
戦
後
は
日
本
で
も
非
常
に
食
料
不
足
で
栄
養
不
良
だ
っ

た
も
の
で
、
食
と
農
を
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
た
ん
で
す
が
、

途
中
か
ら
食
料
生
産
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
コ
メ
を

一
二
〇
〇
万
ト
ン
生
産
し
て
も
、
九
〇
〇
万
ト
ン
し
か
必
要
な

い
。
今
は
六
〇
〇
万
ト
ン
ぐ
ら
い
だ
っ
て
い
い
ま
す
。
そ
れ
で
食

と
農
が
な
か
な
か
結
び
つ
け
ら
れ
な
く
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
農
学
部
は
、
農
業
経
営
の
バ
ラ
ン
ス
の
こ
と
ば
っ
か
り
考
え

て
し
ま
っ
た
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
本
当
に
自
分
の
食
べ
る
も
の
を

考
え
る
、
そ
う
い
う
農
学
部
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
京
都
大
学
は
研
究
大
学
で
す
か
ら
、
研
究
大
学
と
し
て
進
む

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
う

い
う
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
扱
う
大
学
あ
る
い
は
学
部
が
、
必
要

な
ん
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
農
学
は
重
要
で
あ
る
。

農
業
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
両
方
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
食
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

農
業
と
は
何
か

私
が
な
ぜ
、
京
都
大
学
の
農
学
部
の
中
で
は
ち
ょ
っ
と
変
な
考

え
方
を
し
て
た
か
と
い
う
と
、
実
は
私
自
身
の
研
究
史
と
重
な
っ

て
き
ま
す
。
私
は
、
山
極
さ
ん
︵
現
京
都
大
学
総
長
︶
と
一
緒
に

人
類
と
は
何
か
を
、
考
え
た
い
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
壮
大
な
人

類
史
の
中
で
農
業
を
捉
え
た
い
と
。
そ
し
て
、
大
学
一
年
生
に

な
っ
た
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
紛
争
が
終
わ
っ
た
頃
の
時
代
で
す

が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
当
時
、
ア
フ
リ
カ
は
、
飢
餓
の
大
陸
と

言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
本
当
か
な
、
じ
ゃ
あ
そ
こ
へ
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
実
現
で
き
る
か
と
教
養
部
の
時

に
お
ら
れ
た
米
山
俊
直
先
生
、
文
化
人
類
学
の
研
究
者
な
ん
で
す

け
ど
、
農
業
経
済
の
出
身
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
聞
き
に
い
っ
た

ら
、﹁
す
ぐ
行
け
る
よ
﹂
っ
て
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
一

年
生
で
、
先
生
も
交
え
て
五
人
ぐ
ら
い
で
ス
ワ
ヒ
リ
語
の
研
究
会

を
作
っ
て
、
大
学
院
で
ア
フ
リ
カ
の
調
査
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か

り
の
先
生
か
ら
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
勉
強
し
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ

で
、
私
自
身
が
属
す
る
の
は
農
林
経
済
学
科
の
農
学
原
論
講
座

で
、
そ
の
講
座
に
は
農
学
概
論
を
担
当
す
る
先
生
が
い
て
、
農
学

の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
、
ど
の

よ
う
に
農
学
と
い
う
も
の
が
学
問
的
に
発
達
し
て
き
た
か
を
知
る

の
と
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
農
学
が
展
開
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
言
及
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
専
門
課

程
で
は
農
学
原
論
、
一
、二
年
生
用
は
農
学
概
論
を
教
え
て
い
ま

し
た
。
そ
の
講
座
の
出
身
は
米
山
先
生
と
も
う
一
人
、
飯
島
茂
先

生
は
文
化
人
類
学
会
の
会
長
も
や
ら
れ
た
方
で
す
。
そ
う
い
う
伝

統
が
あ
る
講
座
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
気
楽
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
勉
強
し
た
の
に
、
ア
フ
リ
カ
に
は
な
か

な
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
と
人
の
つ
な
が
り

私
は
先
ず
、
祇
園
祭
の
研
究
か
ら
始
め
て
、
過
疎
社
会
の
研
究

を
し
ま
し
た
。
卒
業
論
文
は
岐
阜
県
の
石
徹
白
︵
い
と
し
ろ
︶
と

い
う
村
で
し
た
。
三
年
生
の
時
に
三
カ
月
ぐ
ら
い
、
四
年
生
で
も

三
カ
月
ぐ
ら
い
入
っ
て
。
そ
こ
は
か
つ
て
焼
畑
の
村
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、﹁
講
﹂︵
こ
う
︶
で
す
。
報
恩
講
、
浄

土
真
宗
の
人
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る
講
で
す
。
人
々
が
自
ら
の

食
と
農
を
結
ぶ 
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驚
い
た
こ
と
に
、
ア
フ
リ
カ
に
も
結
︵
ゆ
い
︶
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
女
性
の
結
、
男
性
の
結
も
あ
る
こ
と
が
や
が
て
わ
か
っ
た
ん

で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
結
は
リ
キ
リ
ン
バ
と
呼
ぶ
ん
で
す
け
ど
、
こ

の
地
域
だ
け
の
言
葉
で
す
。
そ
う
い
う
の
が
い
ろ
ん
な
社
会
の
基

礎
語
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
調
べ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
労
働

交
換
論
、
労
働
を
無
償
で
交
換
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
写

真
2
は
市
場
︵
い
ち
ば
︶
で
す
が
、
や
が
て
市
場
経
済
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
、
ど
う
変
化
し
て
い
く
か
を
研
究
し
て
ま
し
た
。
そ
し

て
、
農
業
方
式
は
土
地
の
肥
沃
さ
の
違
い
で
は
な
く
、
都
市
か
ら

の
距
離
の
み
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
か
ら
離
れ
る
に
つ

れ
運
送
費
が
上
が
る
た
め
、
都
市
近
郊
で
は
収
益
の
高
い
産
業

が
、
都
市
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
収
益
性
が
下
が
る
の
で
、
利
益
を

最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
場
所
で
ど
ん
な
農
業
を
展
開
さ
せ

る
べ
き
か
を
考
察
し
た
ド
イ
ツ
の
経
済
地
理
学
者
チ
ュ
ー
ネ
ン
の

農
業
立
地
論
と
い
う
の
が
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
お
な
じ
よ
う
な

現
象
が
焼
畑
に
も
出
て
く
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
そ
う
い
う
研
究

を
し
て
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
の
研
究
で
は
、
日
本
で
の
研
究
が
と
て
も
役
に
立
ち

ま
し
た
。
あ
ん
な
焼
畑
と
ど
う
や
っ
て
結
び
つ
く
の
か
、
結
の
研

究
は
、
ア
フ
リ
カ
で
も
存
在
し
て
る
な
ど
、
非
常
に
普
遍
的
な
問

題
と
気
づ
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
農
作
物
の

商
品
化
は
市
場
経
済
に
よ
っ
て
、
そ
の
農
作
物
が
い
ろ
い
ろ
と
変

化
し
て
い
く
こ
と
。
増
え
て
い
く
こ
と
も
あ
る
し
、
減
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
こ
と
。
農
学
の
発
展
で
は
、
移
動
式
農
業
か
ら
休
閑

の
な
い
輪
栽
式
へ
移
る
と
こ
ろ
か
ら
農
業
革
命
が
起
こ
っ
て
い

く
。
そ
れ
ら
の
議
論
を
﹁
赤
道
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
焼
畑
農
耕
社

会
の
研
究
﹂
と
い
う
博
士
論
文
で
し
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
ア
フ

リ
カ
の
国
は
大
混
乱
に
な
っ
て
、
経
済
的
な
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
発

生
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
一
ド
ル
一
ザ
イ
ー
ル
と
い
う
単
位

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
一
ド
ル
が
一
〇
〇
万
ザ
イ
ー
ル
に
な
っ
て
、

そ
の
次
の
年
に
は
五
〇
〇
万
ザ
イ
ー
ル
と
。
も
う
日
に
日
に
物
価

が
上
昇
し
て
、
国
家
経
済
が
破
綻
す
る
と
い
う
こ
と
を
身
に
つ
ま

さ
れ
て
見
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
も
経
済
学
的

に
勉
強
し
て
﹃
ア
フ
リ
カ
経
済
﹄
と
い
う
本
に
し
ま
し
た
。

農
業
を
存
続
さ
せ
る

そ
し
て
日
本
に
帰
り
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
問
題
に
向
き
合
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
富
山
大
学
に
移
っ
て
い
ま
し

て
、
富
山
県
は
水
田
の
中
に
あ
る
水
田
第
一
の
社
会
で
、
よ
く
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
農
業
は
非
常

に
弱
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
社
会
は
食
料
に
関
し
て
は
、
非
常

に
脆
弱
な
社
会
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
問
題

な
の
は
、
食
料
と
農
業
が
結
び
つ
い
て
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
。
そ
れ
は
富
山
に
住
ん
で
る
学
生
で
も
わ
か
ら
な
い
。
農
家

の
人
た
ち
だ
っ
て
、
自
分
の
作
っ
て
る
お
米
は
知
っ
て
る
け
れ
ど

も
、
野
菜
の
こ
と
な
ん
か
、
千
葉
県
か
ら
来
て
る
っ
て
い
う
の
も

わ
か
ら
な
い
。
ト
ン
ガ
か
ら
来
て
る
カ
ボ
チ
ャ
が
わ
か
ら
な
い
。

目
に
は
見
え
な
い
よ
う
な
状
況
。
そ
う
い
う
の
を
不
可
視
化
と
い

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
番
の
問
題
点
だ
と
。
そ
の
頃
も

う
既
に
都
市
社
会
、
米
山
さ
ん
の
造
語
で
す
け
ど
、
わ
れ
わ
れ
の

時
代
は
都
市
社
会
だ
と
。
だ
け
ど
、
都
市
社
会
で
い
か
に
農
業
と

い
う
も
の
を
存
立
さ
せ
て
い
く
か
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

都
市
の
住
民
に
、
ち
ゃ
ん
と
農
業
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、
食
と
い
う
概
念
、
切
り
口

か
ら
し
か
な
い
と
考
え
て
ま
し
た
。
こ
の
日
本
の
持
っ
て
い
る
最

大
の
問
題
は
都
市
社
会
日
本
で
す
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
産
業
が
な

く
な
っ
て
、
都
市
化
だ
け
で
生
き
て
い
け
る
社
会
で
は
な
い
。
わ

れ
わ
れ
の
国
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
っ
た
ら
別
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
よ
う
な
非
常
に
ま
と
ま
っ
た
都
市
社
会
だ
っ
た
ら
い
い
。
で

も
日
本
は
、
領
域
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
か
つ
国
民
も

一
億
二
〇
〇
〇
万
人
、
そ
ん
な
社
会
で
都
市
民
だ
け
で
生
き
て
い

信
仰
を
確
か
め
勉
強
す
る
機
会
で
も
あ
る
し
、
集
ま
る
機
会
で
も

あ
る
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
労
働
に
お
け
る
﹁
結
﹂︵
ゆ
い
︶
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
は
田
植
え
を
す
る
と
き
共
同
で
一
緒

に
植
え
つ
け
た
り
、
一
緒
に
助
け
合
っ
て
家
の
屋
根
普
請
を
し
た

り
。
お
金
を
使
わ
ず
に
ど
う
や
っ
て
家
を
建
て
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
そ
こ
に
興
味
を
持
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
報
恩
講
と
か
大

師
講
︵
弘
法
大
師
を
奉
賛
す
る
講
︶
と
か
と
共
同
労
働
と
か
相
互

扶
助
組
織
の
研
究
を
し
て
、﹁
伝
統
的
村
落
組
織
の
変
容
と
そ
の

現
代
的
意
味
﹂
と
い
う
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
で
も
、
ま
さ
か
そ

れ
が
今
頃
に
な
っ
て
、
真
宗
教
団
の
そ
う
い
う
報
恩
講
の
話
と
結

び
つ
く
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
。
全
く
た
ま
た
ま
の
出
会
い
で

す
。次

に
、
沖
縄
の
島
に
出
か
け
ま
し
た
。
生
態
人
類
学
分
野
の
人

は
修
士
課
程
で
国
内
研
究
と
し
て
、
沖
縄
の
調
査
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
沖
縄
の
多
良
間
島
と
い
う
小
さ
な
島
に
行
き
、
そ
こ

で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
家
の
研
究
を
ず
っ
と
や
っ
て
ま
し
た
。
何
を

し
た
か
と
い
う
と
、
ユ
イ
マ
ー
ル
と
い
う
、
田
植
え
の
結
と
お
な

じ
よ
う
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
一
緒
に
刈
る
ユ
イ
マ
ー
ル
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
、
沖
縄
は
そ
れ
が
優
れ
て
る
ん
で
す
。
一
時
、
み
ん
な

お
互
い
に
お
金
の
融
通
も
ユ
イ
マ
ー
ル
で
や
っ
て
し
ま
う
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
共
同
労
働
の
研
究
を
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
人
類
学
の
様
々
な
理
論
、
当
時
、
は
や
っ
て
い

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
学
者
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
﹃
経
済
の

文
明
史
﹄
と
か
﹃
大
転
換
﹄
と
い
う
理
論
を
引
用
し
て
、
そ
の
共

同
労
働
の
論
理
が
ど
う
や
っ
て
市
場
経
済
化
の
中
で
消
え
て
い
く

か
、
あ
る
い
は
消
え
て
い
か
な
い
か
と
い
う
研
究
を
し
ま
し
た
。

四
年
間
の
学
部
プ
ラ
ス
二
年
間
の
修
士
課
程
で
ま
だ
ア
フ
リ
カ
に

た
ど
り
着
い
て
い
ま
せ
ん
。
米
山
先
生
は
、
す
ぐ
行
け
る
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
が
。

よ
う
や
く
ア
フ
リ
カ
へ

そ
し
て
、
よ
う
や
く
博
士
課
程
の
一
年
に
な
っ
て
、
お
声
が
か

か
り
ま
し
た
。
赤
道
ア
フ
リ
カ
の
総
合
人
類
学
的
研
究
で
す
。
こ

れ
は
理
学
部
の
伊
谷
純
一
郎
先
生
と
教
養
部
の
米
山
俊
直
先
生
が

組
ん
で
ア
フ
リ
カ
研
究
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
理
学
部
の
伊

谷
先
生
は
、
狩
猟
採
集
民
の
研
究
に
ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
て
ら
し
た

ん
で
す
。
米
山
先
生
は
農
耕
民
の
研
究
、
そ
し
て
河
合
雅
雄
先
生

が
霊
長
類
の
研
究
で
、
こ
の
三
つ
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
調
査
隊

を
出
し
た
ん
で
す
。
コ
ン
ゴ
は
大
変
な
時
で
、
コ
ン
ゴ
は
独
立
後

ザ
イ
ー
ル
と
い
う
国
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民

地
主
義
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
ベ
ル
ギ
ー
の
人
た
ち
を
全
然
入
れ
な

い
。
自
分
た
ち
だ
け
で
研
究
を
し
よ
う
と
し
て
た
ん
で
す
。
そ
こ

に
京
大
グ
ル
ー
プ
が
調
査
に
行
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結

局
、
京
都
大
学
の
人
類
学
の
グ
ル
ー
プ
と
東
北
大
学
の
地
震
学
の

グ
ル
ー
プ
が
調
査
で
き
ま
し
た
。
十
数
年
後
に
こ
こ
は
大
混
乱
で

大
虐
殺
の
土
地
に
な
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
ル
ワ
ン
ダ
難
民

の
大
虐
殺
の
土
地
と
隣
り
あ
っ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
二
度

と
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
そ
の
時
期
、
十
数
年
だ
け
ぽ

ん
と
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
研
究
で
き
た
の
は
わ
れ

わ
れ
日
本
人
だ
け
だ
っ
た
と
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
も

ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
も
タ
ッ
チ
で
き
な
い
情
報
が
集
ま
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
も
人
類
進
化
の
視
点
か
ら
こ
こ
で

考
え
よ
う
と
し
て
た
ん
で
す
が
、
根
底
に
は
、
今
西
錦
司
さ
ん
の

人
類
の
進
化
史
観
が
基
本
的
に
存
在
し
て
ま
し
た
。

農
業
と
経
済

写
真
1
は
そ
の
当
時
の
焼
畑
の
調
査
地
で
す
。
ほ
と
ん
ど
山
、

こ
の
山
の
向
こ
う
に
ゴ
リ
ラ
が
住
ん
で
い
て
山
極
さ
ん
は
そ
の
ゴ

リ
ラ
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
山
の
山
肌
に
へ
ば
り
つ
く

よ
う
に
、
農
耕
民
の
世
界
で
焼
畑
の
研
究
を
し
ま
し
た
。
面
白
い

こ
と
に
、
岐
阜
県
の
石
徹
白
村
の
焼
畑
研
究
が
参
考
に
な
っ
た
ん

で
す
。
日
本
の
農
業
の
中
で
、
水
田
を
中
心
と
し
た
物
の
見
方

は
、
も
の
す
ご
く
積
み
重
ね
ら
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
う
い

う
畑
、
特
に
焼
畑
的
な
物
の
見
方
は
、
非
常
に
弱
体
化
し
て
ま

す
。
と
こ
ろ
が
世
界
の
農
業
の
進
化
の
中
で
見
る
と
、
焼
畑
は
と

て
も
大
事
で
、
潅
漑
を
し
な
い
で
斜
面
に
焼
畑
で
畑
を
作
る
ん
で

す
。
そ
れ
か
ら
輪
作
の
一
種
で
休
閑
を
入
れ
る
移
動
式
農
業
で
、

土
地
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
使
っ
て
い
き
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

後
に
、
農
業
革
命
で
三
圃
式※

を
取
り
止
め
、
カ
ブ
と
牧
畜
を
入
れ

た
循
環
型
農
業
︵
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
式
農
業
︶
に
仕
上
げ
た
近
代
農

学
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
前
の
段
階
の
、
移
動
式
農
業

で
の
焼
畑
を
研
究
し
ま
し
た
。

写真 1　焼畑の調査地

写真 2　市場

※�

三
圃
式
農
業�

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
行
わ
れ
た
農
業
形
態
。
農
地

を
３
分
し
、
冬
畑
・
夏
畑
・
休
耕
地
と
し
、
年
々
順
次
交
替
さ
せ
て

行
い
地
力
の
消
耗
を
防
ぐ
作
付
け
方
式
。
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す
の
で
、
そ
ん
な
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
課
題

新
た
な
課
題
と
し
て
、
龍
谷
大
学
農
学
部
の
設
立
成
功
は
、
同

様
の
大
学
の
開
設
へ
と
続
き
、
競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
今
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
縮
小
、
縮
小
と
き
て
い
た
農
学

部
が
、
よ
う
や
く
少
し
頑
張
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
意
識
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
食
と
農
の
結
び
つ
き
は
今
後
も
拡
大
す
る
だ

ろ
う
し
、
大
学
院
へ
の
市
民
参
加
の
や
り
方
は
、
こ
れ
か
ら
も

も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
京
都
府
や
滋
賀
県
の
職

員
さ
ん
も
様
々
な
こ
と
で
大
学
院
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
け
ど
も
、

将
来
は
企
業
の
皆
さ
ん
が
博
士
号
を
持
つ
よ
う
な
社
会
に
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
市
民
層
を
ど
う
や
っ
て

学
問
に
取
り
込
ん
で
く
か
、
そ
の
あ
と
、
ま
た
市
民
と
し
て
出
発

し
て
い
た
だ
き
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
生
活
し

て
、
ま
た
大
学
院
へ
戻
っ
て
こ
れ
る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い
で

す
。
大
学
院
も
含
め
て
大
学
と
い
う
の
は
、
社
会
と
行
っ
た
り
来

た
り
で
き
る
仕
組
み
に
で
き
る
ん
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
新
し

い
農
学
部
と
い
う
形
で
結
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
業
を
ど
う
に
か
し
て
維
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

日
本
全
体
で
農
業
を
考
え
る

日
本
農
業
の
危
機
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
日
本
の
農
業
の
危

機
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
基
本

的
に
は
自
分
た
ち
の
社
会
が
自
分
た
ち
の
食
べ
物
の
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
考
え
ら
れ
て
る
か
ど
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
都
市
民
の
危
機
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
都
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
か
た
ち
で
農
業

と
食
料
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
社
会
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
、
そ

れ
が
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
仏
教
の
考

え
方
が
と
て
も
あ
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
龍
谷
大
学
が
い
い
と
思
い

ま
し
た
。
人
間
は
食
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
人
間

は
光
合
成
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
植
物
や
動
物
の
そ
れ
ぞ
れ

の
命
を
頂
戴
し
て
、
よ
う
や
く
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
事
実
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
仏
教
的

な
考
え
と
一
致
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
説
明
し
た
ら
、
龍
谷
大
学

の
方
や
本
願
寺
の
方
は
納
得
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
農

学
部
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
農
家
を
中
心
に
し
た
農
業
政
策
の
転

換
が
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
は
農
民
・
農
家
政
策

と
し
て
、
農
業
を
見
て
ま
す
。
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
う
で
は
な
く
て
都
市
民
を
含
め
た
国
民
全
体
の
生
活
を
ど

う
守
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
食
料
問
題
、
農
業
問
題
を
解
決

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
農
学
部
は

農
民
に
な
る
人
だ
け
の
た
め
に
作
っ
て
い
っ
た
ら
い
か
ん
の
で
す

よ
。
都
市
の
住
民
に
ど
う
や
っ
て
農
業
に
興
味
を
持
た
す
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
農
業
と
い
う
の
は
生

産
の
問
題
だ
け
を
考
え
が
ち
だ
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
世
界
中

に
つ
な
が
っ
て
る
。
世
界
中
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
上
で
で
き
て

い
る
ん
で
す
。
食
料
と
い
う
の
は
輸
出
入
の
問
題
と
直
結
し
て
ま

す
。
日
本
だ
け
で
何
か
を
決
め
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
世
界
全
体

で
決
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
全
体
の
動
き
の
中
で
理
解
す
る
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
も
と
も
と
発
展
途
上
国
の
食
料
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
し
て
ま
し
た
が
、
同
じ
こ
と
は
日
本
の
社
会
で
も

言
え
る
。
日
本
の
社
会
の
持
っ
て
い
る
食
料
に
関
す
る
脆
弱
性

は
、
同
じ
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
貿
易
と
い
う
の

は
、
平
和
な
と
き
だ
け
成
立
す
る
も
の
で
す
。
平
和
で
な
く
な
っ

た
ら
、
貿
易
は
成
立
し
な
い
。
そ
う
す
る
と
途
端
に
食
料
不
足
が

起
き
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
流
通
も
含
め
て

全
体
的
な
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
と
ら
え
、
食
料
・
農
業
問
題

の
解
決
に
挑
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
ま
す
。

新
し
い
農
学
部
の
創
設

こ
れ
ま
で
の
お
話
に
で
た
よ
う
に
、
農
学
と
い
う
学
問
は
戦
後

の
食
料
不
足
の
解
消
に
伴
い
発
展
が
滞
っ
て
い
き
、
農
学
部
は

﹁
農
﹂
の
名
か
ら
離
れ
て
守
備
範
囲
を
広
げ
た
も
の
の
、
そ
の
内

容
は
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に

よ
り
農
学
と
農
業
が
乖
離
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
最
大
の
問
題
点

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
農
業
が
食
料
と
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
、
農
家
も
都
市
民
も
認
識
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

農
学
は
農
業
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
都
市
民
が
自
ら
の
食
料
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
学
ぶ
べ
き
学
問
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
都
市
民
に
農
業
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
、
自
分
た
ち

の
食
料
問
題
と
感
じ
て
も
ら
う
、﹁
食
﹂
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
農

業
と
都
市
民
を
結
び
つ
け
る
、
そ
れ
ら
を
正
面
か
ら
取
り
扱
う

﹁
新
し
い
農
学
部
﹂
の
創
設
が
必
要
で
あ
る
と
。
そ
れ
が
仏
教
を

基
盤
と
す
る
龍
谷
大
学
農
学
部
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

農
学
の
未
来
を
切
り
開
く

龍
谷
大
学
農
学
部
は
、
植
物
生
命
科
学
科
：
こ
れ
は
植
物
体
、

生
命
そ
の
も
の
の
研
究
を
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
資
源
生
物

科
学
科
：
こ
れ
は
農
業
生
産
に
か
か
わ
る
部
分
で
、
土
壌
学
と

か
、
作
物
学
と
か
で
す
。
食
品
栄
養
学
科
：
こ
れ
は
管
理
栄
養
士

を
育
て
る
学
科
で
す
。
そ
し
て
食
料
・
農
業
シ
ス
テ
ム
科
：
こ
れ

は
食
の
流
通
な
ど
、
経
済
学
と
社
会
学
を
入
れ
た
学
科
で
す
。
こ

の
四
つ
の
学
科
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
都
市
民
の
学
生
に
農
業
を

知
ら
せ
る
に
は
、
実
際
に
農
場
に
連
れ
て
い
く
﹁
食
と
農
の
循
環

実
習
﹂
が
重
要
で
す
。
京
都
大
学
の
農
学
部
だ
っ
て
農
場
に
行
く

人
は
一
割
し
か
い
ま
せ
ん
。
あ
と
は
、
最
初
か
ら
研
究
室
に
入
る
。

そ
れ
で
は
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
全
員
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
四
学
科
を
ま
と
め
て
、
学
科
を
超
え
て
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
、
農
場
に
行
く
。
そ
れ
に
は
先
生
が
す
ご
い
大
変
で
す
。
四
倍

ぐ
ら
い
働
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
だ
け
ど
、
こ
の
と
き
に
培
っ
た

人
間
関
係
と
い
う
の
は
と
て
も
大
事
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
仕
組

み
を
作
っ
て
、
一
年
二
年
の
と
き
に
一
緒
に
実
習
す
る
と
い
う
の

は
と
て
も
大
事
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
僕
ら
が
大
学
の
時
、
や
っ

ぱ
り
一
緒
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
や
っ
た
人
た
ち
と
は
い
つ
で

も
話
が
で
き
る
。
そ
れ
を
や
っ
た
経
験
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で

は
大
違
い
で
す
。

大
学
院
の
開
設
に
つ
い
て
、
龍
谷
大
学
は
食
料
と
農
業
を
結

ぶ
、
地
方
と
都
市
と
を
結
ぶ
、
そ
れ
か
ら
、
サ
イ
エ
ン
ス
と
文

化
、
企
業
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
役
割
を
大
学
の
一
部
が
や
っ
て
い
く
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
社
会
人
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
ま

す
。
料
理
人
の
人
た
ち
も
社
会
人
と
し
て
大
学
院
の
博
士
課
程
に

進
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
ば
伏
木
研
究
室
で
は
、
京
都
大
学
で
修

士
号
を
取
っ
た
料
理
人
た
ち
が
博
士
課
程
に
入
っ
て
き
て
学
ん
で

い
ま
す
。
海
外
で
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
徐
々
に
な
っ
て
き
て
ま
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「食と農の倫理」教育

身に
つく力

・課題の本質を
見極める力
・「食」や「農」の
全体的・総合的
課題をつかむ力
・課題解決力

「食」や「農」に関するさまざまな
現実問題に取り組む際に、仏教の思想や倫理観、

社会的正義という観点で学びます。

作付け
植える

収穫
育てる・
収穫する

販売
売る・
流通する

加工
加工する・
食べる

4学科合同の食の循環実習
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食と農 の旅コラム

　この頃、むやみにお腹がすいてしようがない。ところが、

肥満で、かつ生活習慣病の予備軍ということで、医師からは、

過剰な食べ物の摂取の禁止を指導されている。したがって、

むやみに食事をするわけにはいかない。お腹がすきすぎると、

若い日の旅のことを思い出す。

　今から 40 年ほど前までは、身長 178 センチで、体重が

58 キロだった。何でも食べることが、許されていた。大学

院生の私は、アフリカに出かけた。研究のテーマとしたのは、

当時話題となっていた、アフリカの食料問題であった。

　いったい、アフリカの飢餓というのは、どういうものなの

か。飢餓をなくすことは可能だろうか。そのための食料生産

とは、はたしてどのようなものなのか。農学を学んでいた私

は、ぜひ、この問題を直接体験して理解し、解決したいと思っ

ていた。

　最初に訪れたのは、当時はザイール共和国といっていたコ

ンゴ民主共和国である。赤道直下の広大な熱帯雨林を含む大

国であった。エチオピアやスーダンなどの乾燥地帯では、異

常気象や政治紛争が引き金となって、当時難民が続出してい

た。難民の中には、食料不足による栄養不良も蔓延していた。

　ところが、コンゴの首都キンシャサに降り立った時には、

飢餓はどこにあるのか、私には見えなかった。さらに、東部

の州都ブカブへ飛んでみても、飢餓や食料不足は、目にする

ことがなかった。

　大都市の大市場（グラン・マルシェ）には、果物や野菜が

あふれていた。主食であるキャッサバの粉も、モロコシやト

ウモロコシなどの雑穀類も、牛も鳥も野生動物の肉も野菜類

も、市場には何でもあった。何も理解していない当時の私は、

「飢餓の大陸」の真ん中にあるこの大市場が、実は食べ物に

溢れていることに驚いた。その結果、日本の新聞やテレビで

騒がれている「飢餓」はまちがっているのか、と疑った。そ

の本当の意味を知るには、4 年間にわたる長期の断続調査を

経る必要があった。

　実際は、こうであった。都市の大市場では、お金を出せば、

食料は手に入った。逆に言えば、お金がなければ、食料は手

に入らなかったことになる。これは、ノーベル経済学賞を受

賞したアマルティア・センが述べているように、「食料がそ

こにある」ということと、「その食料にたどり着く（アクセ

スできる）権原がある」ということとは、別のことであると

いうことだった。たとえ市場に食物が溢れていても、それを

手に入れ食べることができるのは、その権利を持っている

人々に、限られていた。

　私は、ゴリラの住む山の麓の農村に長期間滞在していたが、

その村にも農産物があふれていた。なぜなら、自分たちの食

べ物を自分たちで生産していたからだ。しかし、コンゴとル

ワンダの国境で内戦が始まると、多くの人々が山の中にまで

移動してきて、食料不足が始まった。飢餓は、天候異変とい

うよりは、紛争によって起きること、紛争になれば、人々は

農業などの生業を離れても命の安全を求めて移動してしまう

ので、自分自身の食料を確保できないことになる。これが、

飢餓の根本的な理由となっていた。

　隣国から移動してきた人々は、自分たちの農地をもたない。

だから、自分たちの食料を確保する手段を持っていないこと

になる。食べるものがないので、野生の動物を狩猟し、野生

の植物を採集するしかなくなる。あるいは、地元民に無断で、

森を切り払い、畑を造成して農作物を作ることとなる。こう

した生きるための活動が、新たな住民同士の紛争を引き起こ

すことになる。

　私は、飢餓の現実を見、飢餓を生み出す食料生産の構造を

明らかにしようとした。そこで学んだことは、食料生産の構

造は、平和ならば、十分に生存可能なものであったことだ。

私は、論文のタイトルを、「飢餓の構造」から「生存の構造」

へと変えた。

　飢餓への旅は、自然に対する人間の技術の脆弱性よりも、

むしろ人間社会の分配システムの脆弱性にあることを教えて

くれた。

　アフリカへの旅は、飢

餓を認識するための旅

だったが、逆にアフリカ

の社会の豊かさを知っ

た。同時に、自分たちの

住む日本の社会の脆弱さ

も知ることとなった。

飢餓とは、何か第 1 回

『ひと・健康・未来シンポジウム』のご案内
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機
関
誌
第
二
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

特
集﹁﹃
食
﹄
を
考
え
る
│
今
の
食
卓
に
大
切
な
栄
養
学
﹂
は
、

昨
年
九
月
二
十
八
日
に
名
古
屋
の
電
気
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
伊
神
孝
生
氏
の

進
行
で
、
腸
管
絨
毛
に
よ
り
吸
収
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
水
溶

性
食
物
繊
維
と
腸
管
の
相
互
作
用
に
注
目
し
た
報
告
、
時
間

栄
養
学
の
立
場
か
ら
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
と
い
う
報

告
、
食
事
に
お
け
る
主
食
や
お
か
ず
の
食
べ
る
順
序
の
違
い

が
血
糖
値
上
昇
や
体
重
増
加
を
抑
制
す
る
と
い
う
報
告
な
ど
、

最
新
の
研
究
成
果
は
刺
激
的
で
し
た
。
同
内
容
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
、
今
年
八
月
に
も
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
予
定
で
す
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
本
財
団
の
前
理
事
長
で

脳
神
経
外
科
医
の
菊
池
晴
彦
氏
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
、
恩
師
ヤ
シ
ャ
ル
ギ
ル
教
授
、
そ
し
て
今
日
の
医
療
界

に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
生
き
方
の
美
学
を
感
じ
た
。
未

来
研
究
会
の
報
告
は
、
末
原
達
郎
氏
の
﹁
食
と
農
を
結
ぶ
│

新
し
い
農
学
の
創
設
│
﹂
で
す
。
既
存
の
農
学
と
は
異
な
る

新
し
い
農
学
を
龍
谷
大
学
で
実
現
さ
れ
た
体
験
が
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
助
成
研
究
発
表
会
で
の
湊
長
博
氏
の
特
別

講
演
﹁
老
化
と
は
何
か
：
免
疫
系
の
二
つ
の
顔
﹂
は
、
老
化

細
胞
や
免
疫
細
胞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
最
先
端
の
研
究
成
果
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
は
、
本
号
よ
り
末
原
達
郎
氏
が
担

当
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

機
関
誌
は
、
本
財
団
の
活
動
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。
多

く
の
情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
に
お
い
て
、
良
質
な
情
報
を
届

け
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　伊神　孝生　　公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団 理事

講演 1

「時間栄養学 ―食べるタイミングとメタボ予防―」
　小田　裕昭　　名古屋大学大学院 生命農学研究科 准教授

講演 2

講演 1

「食物繊維に秘められた腸管へのメッセージを読み解く」
　矢部　富雄　　岐阜大学応用生物科学部 教授

講演 1

講演 1

「健康寿命を支える食事・栄養」
　真壁　昇　　関西電力病院 栄養管理室長 関西電力医学研究所

講演 3

会員に登録された方には、機関誌の送付、
シンポジウムのご案内をします。

登録をご希望の方は、お名前・ご住所・E メールアドレスを
ご記入の上、メールか FAX にてお申込ください。

会 員 登 録

E-mail ： touroku@jnhf.or.jp
F A X ： 075-212-1854

末  原  達  郎

2020 年度の研究助成を実施いたします。
応募期間は 2020 年 4 月 1 日～ 4 月 30 日（消印有効）です。
助成申請金額は 100 万円まで、総額 1,500 万円を予定して
います。
選考結果は 7 月上旬に応募者全員に書面で通知します。
公募テーマや応募方法など、詳細は財団ホームページで 
ご確認ください。
　健やかな未来につながる研究をお待ちしております。

2020 年度　研究助成公募
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龍谷大学農学部 教授

キャッサバのウガリ畑でバナナを煮た料理を食べる

アフリカの地方定期市

福島でも開催することになりました。
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